
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』シ
リ
ー
ズ
を
手
が
け
、
小
田
原
ふ
る
さ

と
大
使
を
務
め
る
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
監
督
・
富
野
由
悠

季
さ
ん
。

富
野
監
督
の
原
点
を
た
ど
る
展
覧
会
を
、
11
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
、
小
田
原
で
初
開
催
し
ま
す
。

⃝市ホームページのサイト内検索に  ID  の「P＋5桁の数字」を入力し検索すると、詳しい内容がご覧になれます。

主な内容 おだわらいふ　P1-8
P2 - 3…公共施設の使用料を改定します 他 P4 - 5…救急体制の強化で安心のまちへ
P6 - 7… スポーツをもっと身近に。もっと楽しく。 他 P8…… 市長連載「誠実 信頼 希望」 他
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担
当
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に

話
を
聞
き
ま
し
た

故
郷
・
小
田
原
で
初
開
催

　

本
展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
は「
富
野
由
悠
季

の
原
点
」。「
故
郷
・
小
田
原
を
出
発
点
に
、

ど
の
よ
う
に
創
造
の
力
を
羽
ば
た
か
せ
た
の

か
」に
焦
点
を
当
て
、
富
野
監
督
と
小
田
原

の
関
係
に
迫
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
各
作
品
の
世
界
観
で
あ
る「
宇

宙
」だ
っ
た
り「
未
来
」だ
っ
た
り
、
富
野
監

督
が
今
ま
で
主
題
と
し
て
き
た
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
ま
す
。
小
田
原
で
過
ご
し
た
時

期
に
描
い
た
も
の
や
、
デ
ビ
ュ
ー
後
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
展

示
し
て
、
富
野
監
督
の
原
点
を
た
ど
る
と
い

う
企
画
で
す
。

　
会
場
を
二
つ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー

マ
が
あ
る
の
で
す
が
、
２
会
場
で
一
つ
の
展

覧
会
と
い
う
構
成
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
展
覧
会
か
ら
垣
間
見
え
る
富
野
監
督
の

創
造
性
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
展
覧
会
を
見

た
後
に「
実
際
の
ア
ニ
メ
作
品
を
見
た
い
な
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

時
代
。
富
野
監
督
は
宇
宙
旅
行
や
月
世
界
に

興
味
を
持
っ
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
構
造
を
学
ん

だ
り
、
ペ
ン
画
や
水
彩
画
で
宇
宙
船
を
描
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
富
野
監
督

が
抱
い
て
い
た
、
い
ず
れ
未
来
で
実
現
す
る

か
も
し
れ
な
い
宇
宙
へ
の
憧
れ
な
ど
が
分
か

る
当
時
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
富
野
監
督
の
原
点
と
な
っ
た

の
が
漫
画『
鉄
腕
ア
ト
ム
』で
す
。
こ
の
作
品

で
は
、
人
間
の
形
を
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
存
在

す
る
未
来
世
界
が
登
場
す
る
の
で
す
が
、
当

時
、
富
野
監
督
は
こ
の
魅
力
に
惹ひ

か
れ
ま
し

た
。
後
に
、
制
作
者
で
あ
る
手
塚
治
虫
氏
が

設
立
し
た
ア
ニ
メ
制
作
会
社
で
あ
る
虫
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
に
入
社
し
、
ア
ニ
メ『
鉄
腕
ア

ト
ム
』の
演
出
に
携
わ
っ
て
い
く
の
で
す
が
、

本
展
覧
会
で
は
、
そ
の
時
の
絵
コ
ン
テ
な
ど

ア
ニ
メ
関
連
資
料
も
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
富
野
監
督
の
業
績
を
年
表
形
式
で

展
示
し
、
彼
の
功
績
を
大
づ
か
み
で
き
る
よ

う
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

三
の
丸
ホ
ー
ル
で
の
テ
ー
マ
は

「
富
野
ワ
ー
ル
ド
へ
の
招
待
状
」

　
こ
こ
で
は
、
富
野
監
督
が
こ
れ
ま
で
に
監

督
し
た『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』を
は
じ
め
、

数
々
の
ア
ニ
メ
作
品
の
資
料
を
展
示
し
ま

す
。

　

富
野
監
督
の
世
界
は
、
一
つ
一
つ
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
が
強
く
て
、
リ
ア
ル
な
人
間
ド
ラ

マ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
戦
い
の

シ
ー
ン
で
は
、
勝
つ
と
か
負
け
る
と
か
で
な

く
、
ど
ち
ら
も
戦
う
理
由
が
あ
っ
て「
正
義
」

な
の
で
す
。「
ロ
ボ
ッ
ト
か
っ
こ
い
い
な
」と

思
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
魅
力
が
あ
る
の

で
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
性
格
が
、
な
ぜ
そ
う
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
作
品
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
架
空
の
世
界
で
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

追
求
し
た
、
富
野
監
督
の
考
え
や
制
作
姿
勢

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
４
１
５
２
９

問 

富
野
由
悠
季
展
覧
会
実
行
委
員
会
事
務
局（
観
光
課
内
） 

☎（
３
３
）１
５
２
１

オフィスゴンチャロフ
山口 洋三さん

▲ 公式X

富野由悠季の原点
―小田原から宇

そ ら

宙へ―

展覧会

第1会場 小田原城天守閣 4階展示室
11月6日（金）～12月6日（日）

第2会場 三の丸ホール
小ホール・ギャラリー回廊
11月23日（祝）～12月6日（日）

※チケットなど詳しくは、公式ホームページをご覧ください。

故
郷・小
田
原
か
ら

始
ま
っ
た
物
語
と
、そ
の
軌
跡

【表紙から続く】富野由悠季の原点ー小田原から宇宙へー

ご 挨 拶

　戦前は化学系の技術者でした父からの影響というのはあったのです
が、中学時代に出会った漫画と絵物語の影響から、文芸に惹かれるよ
うになって、虫プロダクションという会社に入社できたことが、すべ
てを決められてしまったのです。
　電動紙芝居と揶

や ゆ

揄される作品を、週1本ずつ制作する現場は、風光
明
めいび

媚な小田原に、2日と帰ることができない職場だったのです。しかし、
新興の仕事であったおかげで、作品スタイルの構築というものを可能
にさせてくれたので、僕のような人間で
も、付け入るスキがあった業態だったの
です。
　ですから、次の世代に見てもらえるコ
ンセプトを伝えることができる媒体でも
あるという理解ができましたので、どの
ようなタイトルの作品でも全力を尽くし
てやってきたのです。その結果が、今回
の展覧会でお見せできる展示品になって
いる、ということなのです。

「
富
野
監
督
の
原
点
は
何
か
」

に
つ
い
て
ひ
も
と
く

二
つ
の
テ
ー
マ

小
田
原
城
天
守
閣
で
の
テ
ー
マ
は

「
小
田
原
か
ら
宇
宙
へ
」

　
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
富
野
監
督
は

小
田
原
の
出
身
で
す
。
富
野
監
督
の
創
造
の

原
点
に
は
、
小
田
原
で
過
ご
し
た
日
々
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
小
学
生
だ
っ
た
１
９
５
０
年
代
、
ま

だ
人
間
が
宇
宙
へ
行
け
る
か
行
け
な
い
か
の

▲ 公式ホー
ムページ

▶
 中
学
１
年
生
の
こ
ろ
に
描
い
た
宇
宙
船（
１
９
５
４
年
）

Ⓒオフィス アイ

富野 由悠季
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●松永記念館 （郷土文化館分館）

区分
現行料金 新料金

午前9時～正午 午後1時～4時 午前9時～午後4時 午前9時～正午 午後1時～4時 午前9時～午後4時 ※

松永記念館 和室 1,000 1,000 2,000 1,200 1,200 2,800
老
ろうきょそう

欅荘 茶室 1,500 1,500 3,000 1,800 1,800 4,200

●城内弓道場
区分 現行料金

（1人当たり）
新料金

（1人当たり）

共用
市民 1回につき120 1回につき150
市民以外の者 1回につき360 1回につき400

●城山陸上競技場
区分 現行料金

（1人当たり）
新料金

（1人当たり）

共用
市民 1回につき100 1回につき150
市民以外の者 1回につき300 1回につき350

●小田原文学館
区分 現行料金

（1人当たり）
新料金

（1人当たり）

観覧料（個人）
一般 250 300
小学生及び中学生 100 150

観覧料（団体）
一般 180 200
小学生及び中学生 70 100

●城山庭球場、小峰庭球場
区分 現行料金

（1人当たり）
新料金

（1人当たり）

城山庭球場 コート1面
市民 350 400
市民以外の者 700 800

小峰庭球場 コート1面 市民 360 400

●生涯学習センター２館（本館けやき、国府津学習館）

区分
現行料金 新料金

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時
～午後5時

午後1時
～9時30分

午前9時
～午後9時30分

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時 ※
～午後5時

午後1時 ※
～9時30分

午前9時 ※
～午後9時30分

本館けやき 大会議室 1,200 1,500 1,500 2,700 3,000 4,200 1,400 1,800 1,800 3,700 4,000 5,900
国府津学習館 第1会議室 400 500 500 900 1,000 1,400 450 600 600 1,200 1,300 1,900

●地域センター３館（川東タウンセンター マロニエ、城北タウンセンター いずみ、橘タウンセンター こゆるぎ）

区分
現行料金 新料金

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時
～午後5時

午後1時
～9時30分

午前9時
～午後9時30分

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時 ※
～午後5時

午後1時 ※
～9時30分

午前9時 ※
～午後9時30分

マロニエ 集会室202 1,800 2,400 2,400 4,200 4,800 6,600 2,100 2,800 2,800 5,700 6,400 9,300
いずみ 集会室201 700 900 900 1,600 1,800 2,500 800 1,000 1,000 2,200 2,400 3,500
こゆるぎ こゆるぎホールA 900 1,200 1,200 2,100 2,400 3,300 1,000 1,400 1,400 2,800 3,200 4,600

●生きがいふれあいセンターいそしぎ

区分
現行料金 新料金

午前9時
～正午

午後1時
～3時

午後3時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時
～午後5時

午後1時
～9時30分

午前9時
～午後9時30分

午前9時
～正午

午後1時
～3時

午後3時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時
～午後5時

午後1時
～9時30分

午前9時
～午後9時30分

工芸室 900 550 550 1,000 2,200 2,400 3,500 1,000 650 650 1,200 2,600 2,800 4,200

●尊徳記念館

区分
現行料金 新料金

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時
～午後5時

午後1時
～9時30分

午前9時
～午後9時30分

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時
～午後5時

午後1時
～9時30分

午前9時
～午後9時30分

視聴覚室 1,000 1,400 1,200 2,900 3,100 4,500 1,200 1,600 1,400 3,200 3,500 5,100

●保健センター

区分
現行料金 新料金

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時
～午後5時

午後1時
～9時30分

午前9時
～午後9時30分

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時
～午後5時

午後1時
～9時30分

午前9時
～午後9時30分

会議室 900 1,100 1,000 2,200 2,400 3,500 1,000 1,300 1,200 2,600 2,800 4,200

●梅の里センター、曽我みのり館 （梅の里センター分館）

区分
現行料金 新料金

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時
～午後5時

午後1時
～9時30分

午前9時
～午後9時30分

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時30分

午前9時
～午後5時

午後1時
～9時30分

午前9時
～午後9時30分

梅の里
センター

会議室　
A室 410 510 510 1,030 1,150 1,560 450 600 600 1,200 1,300 1,800

曽我
みのり館

ホール　
A室 730 980 830 1,930 2,030 3,030 850 1,100 950 2,300 2,400 3,600

将
来
に
わ
た
る
公
共
施
設
の
持
続
可

能
な
維
持
管
理
に
向
け
て
、
令
和
9

年
4
月
1
日（
木
）か
ら
市
内
16
施
設

の
使
用
料（
利
用
料
金
の
上
限
額
・

観
覧
料
を
含
む
）を
改
定
し
ま
す
。

改
定
率
は
、
現
行
料
金
か
ら
20
％
程

度
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

改
定
内
容
に
つ
い
て

　
市
民
・
施
設
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
費
用
負
担
の
適
正
化
を
図

り
、
急
激
な
負
担
増
に
配
慮
し
た
結
果
、
改

定
率
は
一
部
の
施
設
を
除
き
、
現
行
料
金
の

20
％
増
程
度
と
し
ま
し
た
。

　
市
内
16
施
設
の
使
用
料
は
、
令
和
9
年
4

月
1
日（
木
）利
用
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

事
前
に
利
用
申
し
込
み
を
行
っ
た
場
合
で

も
、
同
日
以
降
の
利
用
分
は
、
改
定
後
の
料

金
と
な
り
ま
す
。

　
主
な
料
金
改
定
の
内
容
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。

　
今
後
も
、
公
共
施
設
の
持
続
可
能
な
運
営

に
努
め
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

下
表
に
記
載
の
な
い
料
金

改
定
の
内
容
は
こ
ち
ら

主な料金改定の内容（単位：円） ※一部抜粋 「※」がある時間帯は、正午～午後1時および午後5時～6時に相当する料金を考慮し
た改定を行ったため、現行料金から20％を超えた値上げとなります。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
２
４
９
１
６

問
企
画
政
策
課 

☎（
３
３
）１
２
５
４

公
共
施
設

公
共
施
設
のの
使
用
料

使
用
料
をを
改
定
改
定
し
ま
す

し
ま
す

市
民
・
施
設
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
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救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
の
救
急

治
療
室
の
機
能
に
加
え
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
、
血
管

造
影
検
査
、
手
術
台
な
ど
を
一
つ
に
ま
と
め

た「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
」を
整
備
し
ま
し

た
。
一
分
一
秒
を
争
う
救
急
患
者
の
、
検
査

な
ど
に
よ
る
移
動
を
最
小
限
に
抑
え
、
よ
り

迅
速
な
治
療
が
可
能
と
な
る
た
め
、
重
症
患

者
の
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
昭
和
医
科
大
学
病
院
と
の
連
携
に

よ
り
、
同
大
学
病
院
の
集
中
治
療
専
門
医
と

認
定
看
護
師
が「
集
中
治
療
専
門
医
遠
隔
集

中
支
援
シ
ス
テ
ム（
ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）」を
通
じ
て
、

救
急
体
制
の
強
化
で
安
心
の
ま
ち
へ

迅
速
な
連
携
で
命
を
救
う

呼
吸
や
心
拍
数
、
血
圧
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
や
経
過
記
録
な
ど
を
確
認
し
、
24
時
間

体
制
で
患
者
さ
ん
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
介
し
て
、
本
医
療
セ
ン
タ
ー

Ｉ
Ｃ
Ｕ
ス
タ
ッ
フ
と
同
大
学
病
院
の
集
中
治

療
専
門
医
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
、

今
後
の
治
療
方
針
や
、
患
者
さ
ん
が
急
変
し

た
際
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
た
り
、

共
有
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
本
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
備

え
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
棟
を
４
床
か
ら
16
床
に
増
床

し
、
重
症
の
患
者
さ
ん
を
集
中
的
に
管
理
す

る
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
「
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
、
市
消

防
本
部
が
本
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
に
合
わ

せ
て
設
置
し
た
施
設
で
す
。
こ
こ
で
は
、
救

急
救
命
士
が
医
師
の
指
示
の
下
で
病
院
実
習

を
行
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
運
営
は
、
市
消
防
本
部
の
救
急
救

命
士
１
人
と
、
消
防
署
か
ら
派
遣
さ
れ
て
病

院
実
習
を
し
て
い
る
救
急
救
命
士
２
人
の
計

３
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
内
で
実
習
を
重
ね
、
平
日
昼
間

に
１
１
９
番
通
報
で
重
症
と
思
わ
れ
る
事
案

が
発
生
し
た
際
は
、
救
急
車
に
医
師
を
同
乗

さ
せ
て
現
場
に
向
か
い
ま
す
。
現
場
で
医
師

が
救
急
救
命
士
に
直
接
指
導
す
る
こ
と
で
、

今
ま
で
以
上
に
的
確
な
対
応
と
処
置
が
可
能

に
な
り
、
救
急
救
命
士
の
ス
キ
ル
も
さ
ら
に

向
上
し
ま
す
。
医
師
が
現
場
で
早
い
段
階
か

ら
治
療
に
関
わ
る
た
め
、
重
症
の
患
者
さ
ん

に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
救
急
車
の
要
請
が
重
な
っ
た
場
合

に
は
、
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
通
常

の
救
急
隊
と
し
て
も
活
動
で
き
る
な
ど
、
柔

軟
に
対
応
す
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
救

急
隊
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
つ
な
が
り
が
深
ま

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
円
滑
な
救
急
活
動
が

可
能
と
な
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
安
全
や

安
心
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　　
本
医
療
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
に
設
置
さ
れ
た

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
消
防
ヘ

リ
の
離
着
陸
場
と
し
て
、
緊
急
性
の
高
い
患

者
さ
ん
の
受
け
入
れ
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、
東
海
大
学
医
学
部
付
属
病
院
を

拠
点
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
病
院

と
訓
練
を
行
い
、
開
院
当
初
か
ら
受
け
入
れ

が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
、
現
在
、
順
調

に
稼
働
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
９
月
に
は
、

横
浜
市
消
防
局
航
空
隊
と
の
消
防
ヘ
リ
訓
練

も
実
施
し
ま
し
た
。

旧
市
立
病
院
で
は
、
平
成
21
年
４
月
に

県
西
二
次
保
健
医
療
圏
内
唯
一
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、

24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
救
急
患
者
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
に
は
、
年
間
約
７
千
件
の
救
急

車
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

５
月
に
開
院
し
た
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り

質
の
高
い
救
急
医
療
を
安
定
的
に
提
供

す
る
た
め
、
設
備
の
充
実
と
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
運
用
に
は
、
消
防
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
備
え
た
病
院
の
連
携
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
お
よ
び
消
防
ヘ
リ

は
、
市
消
防
本
部
か
ら
の
要
請
で
出
動
し
て

お
り
、
本
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
円
滑
に
運
用
し
、
迅
速
な
救
命
措
置
が

行
え
る
よ
う
、
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
手
術
室
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
、
分ぶ
ん
べ
ん娩
室
を
最
短
で
つ
な
ぐ
、

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ラ
イ
ン（
緊
急
動
線
）と

し
て
救
急
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ
れ
た
患
者

さ
ん
を
、
い
ち
早
く
治
療
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
に
使
用
す
る
他
、
災
害
時

に
陸
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
の
患
者
さ
ん
の

搬
送
や
、物
資
の
輸
送
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

　
県
西
二
次
保
健
医
療
圏
唯
一
の
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
今
後
も
、
皆
さ
ん
が
安

心
で
き
る
救
急
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

▲ハイブリッドER

▲ワークステーション救急隊

▲救急ワークステーション

▲本医療センターのヘリポートと県のドクターヘリ

▲横浜市消防局の消防ヘリ

ドクターヘリ患者受け入れの主な流れ

①
１
１
９
番
通
報

③
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

　
出
動
要
請

⑥
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
搬
送

④
救
急
車
搬
送

②
救
急
車
出
動

⑤ドクターヘリ出動

救急現場

市消防本部
消防指令センター

現場付近のヘリポート

ドクターヘリ基地病院
（東海大学医学部付属病院）市立総合医療センター

　救急ワークステーションでは、医師と一緒に救急
車で現場に出動し、その場で助言を受けることがで
きます。また、現場活動が終わると、医師と一緒に、
その日の活動を振り返りながら改善点について話し
合います。この振り返りで得られる助言を通じて、

医学的知識や技術をさらに深め、次の現場で生かすことができるので、救急救
命士として成長を実感する毎日です。派遣された救急救命士が実践的な知識を
学び、実習を終えたら、それを所属の各消防署に持ち帰ることで、消防全体の
スキル向上につながります。他の救急救命士たちが実習により日々スキルアップ
していく様子を見ると、救急ワークステーションが、地域の皆さんにも自分たち
の成長にも役立っているのだと感じ、とてもうれしく思います。この大きなプロ
ジェクトを支える仕事を任されたことに、責任と誇りを感じています。
　今後も、地域の救急体制の強化に尽力したいと思います。

救急ワークステーションの取り組み

救急ワークステーション　府川救急救命士

c omm e n t

　神奈川県のドクターヘリは、東海大学医学部付属
病院が運航委託を受け、四半世紀にわたり県内にお
ける救急医療の向上を目指してきた中、今年5月に
は、市立総合医療センターに屋上へリポートが新設
され、新たな拠点として運用が開始されました。

　県西地域における救急医療の中核を担っている同医療センターにヘリポート
が設置されたことで、これまで搬送に時間を要していた事故現場や急病発生現
場から同地域へのアクセスが大幅に改善されることとなりました。また東海大学
との連携体制も一層強化されることで、重症患者さんの治療開始までの時間が
大幅に短縮されることが期待できます。
　今後は、県西地域全体における救急搬送ネットワークのさらなる高度化や、
大規模災害時における広域医療支援体制の充実など、ドクターヘリを核とした
地域医療の発展が見込まれています。

新たな拠点で救急搬送体制を強化
東海大学医学部付属病院 副院長
元市立病院 救命救急センター長

　救急医療では、命を救うため、一刻も早く必要な
医療につなげることが重要です。市立総合医療セン
ターでは、救急ワークステーションと屋上へリポー
トの運用開始により、救急隊と病院がより連携し、
患者さんの受け入れから治療までを、これまで以上
に迅速かつ円滑に行える体制が整いました。また、ヘリによる搬送では、遠方
からの重症患者さんの受け入れや、より専門的な治療が必要な人を速やかに適
切な医療機関につなぐこともできます。さらに、ハイブリッドERでは、病院到
着からすぐに検査や治療を開始します。このような機能を備えた本医療センター
は、小田原市と周辺地域の皆さんの安心を支える新たな力です。
　一人でも多くの命を救える地域の中核となる総合医療センターとして、これか
らも県西医療圏を守るため、消防や周辺医療機関とも力を合わせ、私たちは全
力で取り組んでいきます。

最先端の医療を迅速に提供

市立総合医療センター 救命救急センター長　梅鉢医師

c omm e n t

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
と

ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

ヘ
リ
ポ
ー
ト

市立総合医療センター

Ｉ
Ｄ
Ｐ
２
７
１
６
７

Ｉ
Ｄ
Ｐ
４
１
７
９
５

問
医
事
課 

☎（
３
４
）３
１
７
５

問
救
急
課 

☎（
４
９
）４
４
４
０

守田医師

c omm e n t
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救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
の
救
急

治
療
室
の
機
能
に
加
え
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
、
血
管

造
影
検
査
、
手
術
台
な
ど
を
一
つ
に
ま
と
め

た「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
」を
整
備
し
ま
し

た
。
一
分
一
秒
を
争
う
救
急
患
者
の
、
検
査

な
ど
に
よ
る
移
動
を
最
小
限
に
抑
え
、
よ
り

迅
速
な
治
療
が
可
能
と
な
る
た
め
、
重
症
患

者
の
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
昭
和
医
科
大
学
病
院
と
の
連
携
に

よ
り
、
同
大
学
病
院
の
集
中
治
療
専
門
医
と

認
定
看
護
師
が「
集
中
治
療
専
門
医
遠
隔
集

中
支
援
シ
ス
テ
ム（
ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）」を
通
じ
て
、

救
急
体
制
の
強
化
で
安
心
の
ま
ち
へ

迅
速
な
連
携
で
命
を
救
う

呼
吸
や
心
拍
数
、
血
圧
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
や
経
過
記
録
な
ど
を
確
認
し
、
24
時
間

体
制
で
患
者
さ
ん
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
介
し
て
、
本
医
療
セ
ン
タ
ー

Ｉ
Ｃ
Ｕ
ス
タ
ッ
フ
と
同
大
学
病
院
の
集
中
治

療
専
門
医
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
、

今
後
の
治
療
方
針
や
、
患
者
さ
ん
が
急
変
し

た
際
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
た
り
、

共
有
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
本
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
備

え
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
棟
を
４
床
か
ら
16
床
に
増
床

し
、
重
症
の
患
者
さ
ん
を
集
中
的
に
管
理
す

る
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
「
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
、
市
消

防
本
部
が
本
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
に
合
わ

せ
て
設
置
し
た
施
設
で
す
。
こ
こ
で
は
、
救

急
救
命
士
が
医
師
の
指
示
の
下
で
病
院
実
習

を
行
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
運
営
は
、
市
消
防
本
部
の
救
急
救

命
士
１
人
と
、
消
防
署
か
ら
派
遣
さ
れ
て
病

院
実
習
を
し
て
い
る
救
急
救
命
士
２
人
の
計

３
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
内
で
実
習
を
重
ね
、
平
日
昼
間

に
１
１
９
番
通
報
で
重
症
と
思
わ
れ
る
事
案

が
発
生
し
た
際
は
、
救
急
車
に
医
師
を
同
乗

さ
せ
て
現
場
に
向
か
い
ま
す
。
現
場
で
医
師

が
救
急
救
命
士
に
直
接
指
導
す
る
こ
と
で
、

今
ま
で
以
上
に
的
確
な
対
応
と
処
置
が
可
能

に
な
り
、
救
急
救
命
士
の
ス
キ
ル
も
さ
ら
に

向
上
し
ま
す
。
医
師
が
現
場
で
早
い
段
階
か

ら
治
療
に
関
わ
る
た
め
、
重
症
の
患
者
さ
ん

に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
救
急
車
の
要
請
が
重
な
っ
た
場
合

に
は
、
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
通
常

の
救
急
隊
と
し
て
も
活
動
で
き
る
な
ど
、
柔

軟
に
対
応
す
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
救

急
隊
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
つ
な
が
り
が
深
ま

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
円
滑
な
救
急
活
動
が

可
能
と
な
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
安
全
や

安
心
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　　
本
医
療
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
に
設
置
さ
れ
た

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
消
防
ヘ

リ
の
離
着
陸
場
と
し
て
、
緊
急
性
の
高
い
患

者
さ
ん
の
受
け
入
れ
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、
東
海
大
学
医
学
部
付
属
病
院
を

拠
点
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
病
院

と
訓
練
を
行
い
、
開
院
当
初
か
ら
受
け
入
れ

が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
、
現
在
、
順
調

に
稼
働
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
９
月
に
は
、

横
浜
市
消
防
局
航
空
隊
と
の
消
防
ヘ
リ
訓
練

も
実
施
し
ま
し
た
。

旧
市
立
病
院
で
は
、
平
成
21
年
４
月
に

県
西
二
次
保
健
医
療
圏
内
唯
一
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、

24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
救
急
患
者
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
に
は
、
年
間
約
７
千
件
の
救
急

車
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

５
月
に
開
院
し
た
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り

質
の
高
い
救
急
医
療
を
安
定
的
に
提
供

す
る
た
め
、
設
備
の
充
実
と
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
運
用
に
は
、
消
防
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
備
え
た
病
院
の
連
携
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
お
よ
び
消
防
ヘ
リ

は
、
市
消
防
本
部
か
ら
の
要
請
で
出
動
し
て

お
り
、
本
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
円
滑
に
運
用
し
、
迅
速
な
救
命
措
置
が

行
え
る
よ
う
、
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
手
術
室
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
、
分ぶ

ん
べ
ん娩
室
を
最
短
で
つ
な
ぐ
、

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ラ
イ
ン（
緊
急
動
線
）と

し
て
救
急
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ
れ
た
患
者

さ
ん
を
、
い
ち
早
く
治
療
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
に
使
用
す
る
他
、
災
害
時

に
陸
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
の
患
者
さ
ん
の

搬
送
や
、物
資
の
輸
送
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

　
県
西
二
次
保
健
医
療
圏
唯
一
の
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
今
後
も
、
皆
さ
ん
が
安

心
で
き
る
救
急
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

▲ハイブリッドER

▲ワークステーション救急隊

▲救急ワークステーション

▲本医療センターのヘリポートと県のドクターヘリ

▲横浜市消防局の消防ヘリ

ドクターヘリ患者受け入れの主な流れ
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動
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タ
ー
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送

④
救
急
車
搬
送

②
救
急
車
出
動

⑤ドクターヘリ出動

救急現場

市消防本部
消防指令センター

現場付近のヘリポート

ドクターヘリ基地病院
（東海大学医学部付属病院）市立総合医療センター

　救急ワークステーションでは、医師と一緒に救急
車で現場に出動し、その場で助言を受けることがで
きます。また、現場活動が終わると、医師と一緒に、
その日の活動を振り返りながら改善点について話し
合います。この振り返りで得られる助言を通じて、

医学的知識や技術をさらに深め、次の現場で生かすことができるので、救急救
命士として成長を実感する毎日です。派遣された救急救命士が実践的な知識を
学び、実習を終えたら、それを所属の各消防署に持ち帰ることで、消防全体の
スキル向上につながります。他の救急救命士たちが実習により日々スキルアップ
していく様子を見ると、救急ワークステーションが、地域の皆さんにも自分たち
の成長にも役立っているのだと感じ、とてもうれしく思います。この大きなプロ
ジェクトを支える仕事を任されたことに、責任と誇りを感じています。
　今後も、地域の救急体制の強化に尽力したいと思います。

救急ワークステーションの取り組み

救急ワークステーション　府川救急救命士

c omm e n t

　神奈川県のドクターヘリは、東海大学医学部付属
病院が運航委託を受け、四半世紀にわたり県内にお
ける救急医療の向上を目指してきた中、今年5月に
は、市立総合医療センターに屋上へリポートが新設
され、新たな拠点として運用が開始されました。

　県西地域における救急医療の中核を担っている同医療センターにヘリポート
が設置されたことで、これまで搬送に時間を要していた事故現場や急病発生現
場から同地域へのアクセスが大幅に改善されることとなりました。また東海大学
との連携体制も一層強化されることで、重症患者さんの治療開始までの時間が
大幅に短縮されることが期待できます。
　今後は、県西地域全体における救急搬送ネットワークのさらなる高度化や、
大規模災害時における広域医療支援体制の充実など、ドクターヘリを核とした
地域医療の発展が見込まれています。

新たな拠点で救急搬送体制を強化
東海大学医学部付属病院 副院長
元市立病院 救命救急センター長

　救急医療では、命を救うため、一刻も早く必要な
医療につなげることが重要です。市立総合医療セン
ターでは、救急ワークステーションと屋上へリポー
トの運用開始により、救急隊と病院がより連携し、
患者さんの受け入れから治療までを、これまで以上
に迅速かつ円滑に行える体制が整いました。また、ヘリによる搬送では、遠方
からの重症患者さんの受け入れや、より専門的な治療が必要な人を速やかに適
切な医療機関につなぐこともできます。さらに、ハイブリッドERでは、病院到
着からすぐに検査や治療を開始します。このような機能を備えた本医療センター
は、小田原市と周辺地域の皆さんの安心を支える新たな力です。
　一人でも多くの命を救える地域の中核となる総合医療センターとして、これか
らも県西医療圏を守るため、消防や周辺医療機関とも力を合わせ、私たちは全
力で取り組んでいきます。

最先端の医療を迅速に提供

市立総合医療センター 救命救急センター長　梅鉢医師
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救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
の
救
急

治
療
室
の
機
能
に
加
え
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
、
血
管

造
影
検
査
、
手
術
台
な
ど
を
一
つ
に
ま
と
め

た「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
」を
整
備
し
ま
し

た
。
一
分
一
秒
を
争
う
救
急
患
者
の
、
検
査

な
ど
に
よ
る
移
動
を
最
小
限
に
抑
え
、
よ
り

迅
速
な
治
療
が
可
能
と
な
る
た
め
、
重
症
患

者
の
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
昭
和
医
科
大
学
病
院
と
の
連
携
に

よ
り
、
同
大
学
病
院
の
集
中
治
療
専
門
医
と

認
定
看
護
師
が「
集
中
治
療
専
門
医
遠
隔
集

中
支
援
シ
ス
テ
ム（
ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）」を
通
じ
て
、

救
急
体
制
の
強
化
で
安
心
の
ま
ち
へ

迅
速
な
連
携
で
命
を
救
う

呼
吸
や
心
拍
数
、
血
圧
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
や
経
過
記
録
な
ど
を
確
認
し
、
24
時
間

体
制
で
患
者
さ
ん
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
介
し
て
、
本
医
療
セ
ン
タ
ー

Ｉ
Ｃ
Ｕ
ス
タ
ッ
フ
と
同
大
学
病
院
の
集
中
治

療
専
門
医
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
、

今
後
の
治
療
方
針
や
、
患
者
さ
ん
が
急
変
し

た
際
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
た
り
、

共
有
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
本
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
備

え
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
棟
を
４
床
か
ら
16
床
に
増
床

し
、
重
症
の
患
者
さ
ん
を
集
中
的
に
管
理
す

る
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
「
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
、
市
消

防
本
部
が
本
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
に
合
わ

せ
て
設
置
し
た
施
設
で
す
。
こ
こ
で
は
、
救

急
救
命
士
が
医
師
の
指
示
の
下
で
病
院
実
習

を
行
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
運
営
は
、
市
消
防
本
部
の
救
急
救

命
士
１
人
と
、
消
防
署
か
ら
派
遣
さ
れ
て
病

院
実
習
を
し
て
い
る
救
急
救
命
士
２
人
の
計

３
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
内
で
実
習
を
重
ね
、
平
日
昼
間

に
１
１
９
番
通
報
で
重
症
と
思
わ
れ
る
事
案

が
発
生
し
た
際
は
、
救
急
車
に
医
師
を
同
乗

さ
せ
て
現
場
に
向
か
い
ま
す
。
現
場
で
医
師

が
救
急
救
命
士
に
直
接
指
導
す
る
こ
と
で
、

今
ま
で
以
上
に
的
確
な
対
応
と
処
置
が
可
能

に
な
り
、
救
急
救
命
士
の
ス
キ
ル
も
さ
ら
に

向
上
し
ま
す
。
医
師
が
現
場
で
早
い
段
階
か

ら
治
療
に
関
わ
る
た
め
、
重
症
の
患
者
さ
ん

に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
救
急
車
の
要
請
が
重
な
っ
た
場
合

に
は
、
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
通
常

の
救
急
隊
と
し
て
も
活
動
で
き
る
な
ど
、
柔

軟
に
対
応
す
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
救
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ー
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ョ
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よ
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、
救

急
隊
と
医
療
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タ
ッ
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つ
な
が
り
が
深
ま

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
円
滑
な
救
急
活
動
が

可
能
と
な
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
安
全
や

安
心
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　　
本
医
療
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ン
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ー
の
屋
上
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設
置
さ
れ
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ヘ
リ
ポ
ー
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は
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
消
防
ヘ

リ
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離
着
陸
場
と
し
て
、
緊
急
性
の
高
い
患

者
さ
ん
の
受
け
入
れ
に
使
わ
れ
ま
す
。
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療
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受
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ける救急医療の向上を目指してきた中、今年5月に
は、市立総合医療センターに屋上へリポートが新設
され、新たな拠点として運用が開始されました。

　県西地域における救急医療の中核を担っている同医療センターにヘリポート
が設置されたことで、これまで搬送に時間を要していた事故現場や急病発生現
場から同地域へのアクセスが大幅に改善されることとなりました。また東海大学
との連携体制も一層強化されることで、重症患者さんの治療開始までの時間が
大幅に短縮されることが期待できます。
　今後は、県西地域全体における救急搬送ネットワークのさらなる高度化や、
大規模災害時における広域医療支援体制の充実など、ドクターヘリを核とした
地域医療の発展が見込まれています。

新たな拠点で救急搬送体制を強化
東海大学医学部付属病院 副院長
元市立病院 救命救急センター長

　救急医療では、命を救うため、一刻も早く必要な
医療につなげることが重要です。市立総合医療セン
ターでは、救急ワークステーションと屋上へリポー
トの運用開始により、救急隊と病院がより連携し、
患者さんの受け入れから治療までを、これまで以上
に迅速かつ円滑に行える体制が整いました。また、ヘリによる搬送では、遠方
からの重症患者さんの受け入れや、より専門的な治療が必要な人を速やかに適
切な医療機関につなぐこともできます。さらに、ハイブリッドERでは、病院到
着からすぐに検査や治療を開始します。このような機能を備えた本医療センター
は、小田原市と周辺地域の皆さんの安心を支える新たな力です。
　一人でも多くの命を救える地域の中核となる総合医療センターとして、これか
らも県西医療圏を守るため、消防や周辺医療機関とも力を合わせ、私たちは全
力で取り組んでいきます。

最先端の医療を迅速に提供

市立総合医療センター 救命救急センター長　梅鉢医師

c omm e n t

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
と

ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

ヘ
リ
ポ
ー
ト

市立総合医療センター

Ｉ
Ｄ
Ｐ
２
７
１
６
７

Ｉ
Ｄ
Ｐ
４
１
７
９
５

問
医
事
課 

☎（
３
４
）３
１
７
５

問
救
急
課 

☎（
４
９
）４
４
４
０

守田医師

c omm e n t
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● 

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

各
地
区
の
体
育
振
興
会
が
主
催
し
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
も
協
力
し
て
い
る「
健
民

祭
」は
、
毎
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
、
最
近
で
は
、
手
軽
に
体
験
で
き
る

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」を
取
り
入
れ
る
地
区
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
を
支
え
る
市
体
育
協
会
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
汗
を
流
す
心
地
よ
さ
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
誰
で
も
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
教
室
を
多
数
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
好
み
に
合
わ
せ
て
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
や
挑
戦
し
て
み
た
い
こ

と
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

● 

気
軽
に
で
き
る

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

　

誰
で
も
気
軽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」の
多
く
は
、
勝
ち
負
け

よ
り
も
、
体
を
動
か
し
て
楽
し
む
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中

か
ら
二
つ
の
種
目
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
①
　
ボ
ッ
チ
ャ

　
誰
も
が
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
普
及
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
目
に
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

目
標
に
な
る
白
い
ボ
ー
ル（
ジ
ャ
ッ
ク

ボ
ー
ル
）を
投
げ
た
後
、
赤
と
青
の
チ
ー
ム

が
そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
ボ
ー
ル
を
６
球
ず
つ
交

互
に
投
げ
ま
す
。
最
終
的
に
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー

ル
に
最
も
近
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
チ
ー
ム
が

得
点
を
獲
得
し
ま
す
。
カ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う

に
、
相
手
の
ボ
ー
ル
や
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を

は
じ
い
て
位
置
を
変
え
る
な
ど
、
戦
略
性
の

あ
る
ゲ
ー
ム
展
開
を
楽
し
め
ま
す
。

そ
の
②
　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

　
柔
ら
か
い
布
製
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

を
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
相
手
チ
ー
ム

と
投
げ
合
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ボ
ー
ル
の
代

わ
り
に
デ
ィ
ス
ク
を
使
う
た
め
、
当
た
っ
て

も
痛
み
が
少
な
く
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
ま
す
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
同
じ
広
さ
の
コ
ー
ト
で

１
チ
ー
ム
13
人
が
プ
レ
ー
し
、
制
限
時
間
内

に
内
野
に
よ
り
多
く
の
人
が
残
っ
た
チ
ー
ム

の
勝
ち
と
な
り
ま
す
。
相
手
に
デ
ィ
ス
ク
を

当
て
ら
れ
る
と
外
野
へ
出
て
、
外
野
か
ら
相

手
に
当
て
る
と
内
野
へ
戻
る
な
ど
、
基
本

ル
ー
ル
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
似
て
い
ま
す
。

　
デ
ィ
ス
ク
の
動
き
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
１
０
２
２
１

問 

ス
ポ
ー
ツ
課 

☎（
３
８
）１
１
４
９

市体育協会 江島 紘会長から一言

　市体育協会では、スポーツを通じて
元気で明るいまちづくりを目指してい
ます。
　発足80周年という節目の年を迎えた
今年は、毎年恒例のイベントに特別な

企画を盛り込む他、令和9年2月には記念講演会も予定して
いますので、皆さんぜひご参加ください。

　地域や学校、職場での多世代コミュニケーション
ツールの一つとして活用してみましょう。
　市体育協会では、10種目の用具を無料
で貸し出しています。（市内在住・在勤・
在学の人のみ）また、一部の種目では、出
前講座を行っています。

　こどもから高齢者まで幅広い世代が楽しめ
るパークゴルフを、気軽に体験できます。

▲ 詳しくは
こちら

ニュースポーツ用具の無料貸し出し

日　時 11月28日（土）午前10時~午後2時
場　所 上府中公園 多目的広場
参加費 無料
その他 クラブやボールも無料貸し出し可能

申　込 当日受け付けのみ

ス
ポ
ー
ツ
を

も
っ
と
身
近
に
。
も
っ
と
楽
し
く
。

10
月
12
日
は「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」

ス
ポ
ー
ツ
は
、
体
力
づ
く
り
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
気
分
転
換
や
新
し
い

仲
間
と
の
出
会
い
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
軽
い
運
動
か
ら
で

も
大
丈
夫
。
年
齢
や
経
験
に
関
係
な

く「
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
」か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
毎

日
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
プ
ラ

ス
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

パークゴルフ体験会

▲ドッヂビーの様子とフライングディスク

▲ボッチャ体験の様子

▲ 第16回おだわらスポーツ&レクリエーション
フェスティバルの様子
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江
戸
時
代
後
期
に
現
在
の
市
内
栢
山

で
生
ま
れ
た
二
宮
尊
徳
翁（
二
宮
金
次

郎
）。
少
年
期
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

荒
廃
し
た
多
く
の
農
村
を
復
興
に
導
い

た
そ
の
生
涯
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち

に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
二
宮
尊
徳
翁
の
業
績
を
現
代
に
伝

え
、
そ
の
教
え
に
学
ぶ
た
め「
尊
徳
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

Ｉ
Ｄ
Ｐ
４
２
０
８
０

問 

生
涯
学
習
課（
尊
徳
記
念
館
）  

☎（
３
６
）２
３
８
１

今
年
も
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

　
今
回「
お
だ
わ
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
ア
ワ
ー
ド
」

今
回「
お
だ
わ
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
ア
ワ
ー
ド
」

に
お
い
て
、
２
年
連
続
で
表
彰
を
受
け
た

に
お
い
て
、
２
年
連
続
で
表
彰
を
受
け
た

「
お
だ
わ
ら
浪
曲
会
実
行
委
員
会
」が
参
加

「
お
だ
わ
ら
浪
曲
会
実
行
委
員
会
」が
参
加

し
、
浪
曲『
二
宮
金
次
郎
伝
』を
東
家
一
太
郎

し
、
浪
曲『
二
宮
金
次
郎
伝
』を
東
家
一
太
郎

さ
ん
・

さ
ん
・
美美よ

し
よ
し

さ
ん
が
披
露
し
ま
す
。

さ
ん
が
披
露
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
、
対
戦
型
銅
像

　
ま
た
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
、
対
戦
型
銅
像

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
ジ
ェ
ン
ガ
金
次
郎
さ
ん
が

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
ジ
ェ
ン
ガ
金
次
郎
さ
ん
が

登
場
し
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
と
ジ
ェ
ン
ガ
対

登
場
し
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
と
ジ
ェ
ン
ガ
対

決
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
お
米
や
野
菜
な
ど
を

決
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
お
米
や
野
菜
な
ど
を

販
売
す
る「
こ
ど
も
報
徳
市
＆
報
徳
市
」で

販
売
す
る「
こ
ど
も
報
徳
市
＆
報
徳
市
」で

は
、
新
た
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
の
販
売
、

は
、
新
た
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
の
販
売
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
予
定
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
予
定
で
す
。

イベント

時　間 内　容 場　所

午前9時～10時20分 開会式、「二宮金次郎とわた
し」作文発表会、表彰 他 ３階講堂

午前9時～11時30分 いろり燻
くんじょう

蒸実演 生家

午前10時30分～11時 栢山混声合唱団コンサート １階ロビー

午前11時10分
～11時40分

蓄音器で懐かしのレコード
と二宮金次郎の歌を聴こう

３階
体験実習室

午前11時50分～
午後0時50分

おだわら浪曲会
（浪曲「二宮金次郎伝」披露）

生家（雨天時
1階ロビー）

午後1時～1時30分 大型スクリーン紙芝居 1階視聴覚室

午後1時40分～2時10分 ジェンガ金次郎
（対戦型銅像パフォーマンス） １階ロビー

午後2時20分～4時20分
映画「二宮金次郎」上映会
（定員120人）

３階講堂
▲東家 一太郎さん（左）と東家 美さん（右）

●クイズラリー　
　 　施設内各所にクイズを
掲示。クイズの正解者全
員に、特製のステッカー
をプレゼントします。

●二宮尊徳生家特別公開
　時間／午前9時～午後5時
　 　当日は、普段は入れない二宮尊徳生家の板の間や座敷に
上がることができます。

●スタンプラリー
　 　当日の各イベントに参加・観覧すると、
スタンプがもらえます。スタンプを集める
と、抽選ですてきなプレゼントが当たります。

原画
県立小田原北
高等学校 

デザイン科3年
千
ち だ

田 夕
ゆ の

暖さん 

▲ステッカー

●こども報徳市＆報徳市
　時間／午前9時30分～午後3時
　 　こどもたちが栽培・収穫し
たお米や野菜の販売をはじめ、
地元の店舗やキッチンカーの
出店もあります。

▲こども報徳市＆報徳市の様子

▲ジェンガ金次郎さん

二
宮
尊
徳
翁
の
教
え
に
触
れ
る

第
66
回
尊
徳
祭

日
時　

 

10
月
18
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
尊
徳
記
念
館

一
人
一
人
が
輝
い
て
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ
う
に

　
こ
の
願
い
は「
ぎ
ん
が
む
ら
」が
20
年
間
大
切
に
し
て

き
た
思
い
で
す
。「
あ
な
た
は
あ
な
た
で
い
い
」と
互
い

の
違
い
を
認
め
合
い
、
支
え
合
い
、
育
ち
合
う
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
親
子
に
寄
り
添
い「
こ
ん
な
場

所
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」「
こ
ん
な
社
会
に
な
っ
た
ら
い

い
な
」と
い
う
思
い
を
、
や
っ
て
み
る
こ
と
で
一
つ
ず

つ
形
に
し
て
き
ま
し
た
。子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

父
親
同
士
や
、
こ
ど
も
の
成
長
に
心
配
の
あ
る
親
子
が

集
う
場
づ
く
り
な
ど
、
新
た
な
つ
な
が
り
や
交
流
を
生

み
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ど
も
や
大
人
が
そ
の
人
ら
し

く
輝
く
姿
や
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
新
し
い
可
能
性

が
生
ま
れ
る
瞬
間
に
出
会
え
る
こ
と
が
、
大
き
な
や
り

が
い
で
す
。
未
来
を
思
い
描
き
、
仲
間
と
一
緒
に
思
い

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
活
動
の
原
動
力
で
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
、

幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
生
き
ら
れ
る
地
域
へ

　
子
育
て
は
一
人
で
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
中

で
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
こ
ど
も
も
大

人
も
育
ち
合
っ
て
い
く
も
の

で
す
。
保
育
や
子
育
て
支
援

の
枠
を
超
え
、
年
齢
や
立
場
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
も
が
つ
な
が
り
、
支

え
合
え
る
居
場
所
や
仕
組
み

を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

地
域
に
は
、
こ
ど
も
や
子

育
て
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
あ
り
ま
す
。
多

く
の
親
子
に
活
用
し
て
も

ら
い
、
さ
ら
な
る
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
支

援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、

地
域
で
活
躍
す
る
団
体
を

紹
介
し
ま
す
。

▲活動の様子

Ｉ
Ｄ
Ｐ
１
４
１
６
０

問 

子
ど
も
政
策
課 

☎（
３
３
）１
８
７
４

こ
ど
も
・
子
育
て

地
域
で
支
え
る

こ
ど
も
・
子
育
て

地
域
で
支
え
る

地
域
で
支
え
る

こ
ど
も
・
子
育
てvol.1

・
活
動
場
所

　 

ぎ
ん
が
む
ら
保
育
園
し
ろ
や

ま
・
オ
ダ
ワ
ラ
ソ
ダ
チ
、
ぎ
ん

が
邑む

ら

「
マ
マ
ち
ゃ
ん
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
」、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
＋プ
ラ
ス

・
活
動
内
容　

　

 

マ
ロ
ニ
エ
・
い
ず
み
・
こ
ゆ
る

ぎ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
親
子
の
交
流
の
場
づ
く
り

や
相
談
対
応
、
保
育
、
一
時
預

か
り
、
こ
ど
も

の
居
場
所
づ
く

り
な
ど

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

ぎ
ん
が
む
ら

理事
川本 桂子さん
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加
藤 

憲
一

小
田
原
市
長

　
山
積
す
る
地
域
課
題
の
解
決
と
、

小
田
原
が
発
揮
し
う
る
可
能
性
の
実

現
に
向
け
、
市
政
運
営
に
お
い
て
は

財
政
余
力
の
確
保
が
喫
緊
か
つ
最
重

要
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

春
よ
り
企
画
部
内
に
財
源
確
保
推
進

係
を
新
設
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
取

り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
中
で

も
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
す
。

　
そ
も
そ
も
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自

分
の
生
ま
れ
故
郷
や
お
世
話
に
な
っ

た
自
治
体
に
、
離
れ
た
都
市
か
ら
で

も
納
税
で
き
る
制
度
で
す
が
、
昨
今

は
納
税
の
見
返
り
に
得
ら
れ
る
返
礼

品
ば
か
り
に
注
目
が
集
ま
り
、
制
度

の
本
旨
か
ら
か
け
離
れ
た
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
取
り
組

み
方
に
よ
っ
て
は
「
応
援
し
た
い
自

治
体
」
に
広
範
な
人
々
か
ら
支
援
を

集
め
、
都
市
が
目
指
す
姿
の
実
現
を

可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
好
例
が
、
山
梨
県
富
士
吉
田

市
で
す
。
肉
類
や
魚
介
類
な
ど
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
人
気
と
な
る
よ
う
な

特
産
品
の
な
い
同
市
で
は
、
地
域
の

事
業
者
が
取
り
扱
う
生
活
用
品
や
食

材
な
ど
を
丹
念
に
拾
い
上
げ
、
事
業

者
と
協
力
し
返
礼
品
と
し
て
着
実
に

育
て
て
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
最
も

大
切
に
し
た
の
は
、
富
士
吉
田
が
目

指
す
ま
ち
の
姿
に
つ
い
て
、
明
確
に

発
信
し
て
い
く
こ
と
。
加
え
て
、
納

税
し
た
寄
付
者
へ
の
感
謝
を
様さ

ま
ざ
ま々

な

形
で
伝
え
富
士
吉
田
の
応
援
団
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
一
度
き
り
の

寄
付
だ
け
で
な
く
年
間
を
通
し
て
富

士
吉
田
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
機
会

を
設
定
す
る
こ
と
。
ま
た
市
民
向
け

に
は
、
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
向
け
地

元
高
校
生
た
ち
が
事
業
者
を
取
材
し

発
信
す
る
こ
と
で
、
若
者
と
地
域
の

繋つ
な

が
り
を
促
し
て
い
る
他
、
市
民
一

人
一
人
に
も
Ｐ
Ｒ
の
担
い
手
と
な
っ

て
も
ら
う
な
ど
、
文
字
ど
お
り
富

士
吉
田
を
挙
げ
て
「
応
援
し
た
い
ま

ち
」
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
形
成
さ
れ
た
全
国
各
地
の

「
応
援
団
」
の
力
は
、
市
が
行
う
大

型
事
業
へ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
に
如
実
に
表
れ
、
ま
ち
づ

く
り
や
公
共
施
設
整
備
の
事
業
費
な

ど
に
も
多
額
の
寄
付
が
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
で
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

抜
本
的
な
再
構
築
に
向
け
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。
自
然
・
人
・
ま

ち
・
産
業
・
文
化
と
い
う
「
５
つ
の

力
」
を
大
切
に
育
て
つ
つ
、
広
範
な

協
働
に
よ
っ
て
「
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
創
造
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
小
田
原
を
発
信
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
小
田
原
に
ど
れ
だ
け
素
晴
ら

し
い
企
業
や
市
民
が
存
在
し
、
事
業

や
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
を
紹
介
す

る
こ
と
。「
応
援
し
た
い
ま
ち
・
小

田
原
」
へ
の
進
化
を
目
指
し
、
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。※

題
字
は
小
田
原
市
長
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「
応
援
し
た
い
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と
思
わ
れ
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都
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これって正しい？

あなたのあなたの
ID P41526 問 健康づくり課 健康づくり課  ☎☎47-472447-4724

健康豆知識クイズ

　「ピンクリボン運動」は、乳がんの正しい知識を広め、乳
がん検診の早期受診を呼びかける活動です。日本では、毎
年10月を「乳がん月間」としています。
　本市では、亡くなる人の4人に1人は「がん」が原因。その
中で乳がんは、女性がかかるがんの中でも罹

りか ん
患率が高いが

んの一つです。令和2～6年度に行った市の乳がん検診では、
計71人に乳がんが見つかりました。早期に発見し、適切な
治療につなげるには、定期的に検診を受けることが大切で
す。
　市では、毎年6月～翌年3月に、マロニエや小田原アリー
ナなどの公共施設で、集団検診を実施しています。土・日
曜日、祝・休日にも実施している他に、検診中の託児も可
能です。また、令和9年3月末時点で41歳の女性には、乳が
ん検診を無料で受診できるクーポン券を送付しています。

　集団検診は、ピンクの検診車が目印
です。午後の時間帯は予約が取りやす
いです。

皆さんの健康に関する知識には、もしかすると誤解や思い
込みが紛れているかもしれません。健康豆知識クイズに挑
戦し、正しい知識にアップデートしていきましょう。

詳しくは
こちら

答え. ２

「ピンクリボン運動」とは、
何の啓発活動？

1. 子宮がん　2. 乳がん　
3. 大腸がん

第3問

ということで、
答えは…

簡単に乳がん検診が簡単に乳がん検診が
受けられます！受けられます！

小田原Ｌエールは、女性の活躍推進に積極的に取り組んでいる市内
の企業などを、優良企業として認定する制度です。
認定企業を順次紹介します。

問人権・男女共同参画課 ☎33-1725

Vol.31

　当社では、市内に小田原営業部とライフプラザ小田原の二つの事
業所があり、全職員の9割以上が女性です。女性の活躍を推進する
ために、職員とその家族もサポートし、仕事と家庭の両立ができる
よう、ファミリーケア職員制度、ライフサポート休暇、産前産後休
暇の全額有給化など、独自の各種制度の充実に努めています。
　全ての職員が生き生きと働き続けられることが、質の高いサービ
スの提供につながり、地域の皆さんの満足度向上にもつながってい
くものと考えて
います。

日本生命保険

ID P30744

　当組合は、公正で安心できる中古車流通を支える中古車両オーク
ションの運営事務局として「信頼」「透明性」「地域との共生」を大
切にしています。
　職員の約6割が女性で、性別にかかわらず意見を出し合い、互い
に協力しながら働ける環境づくりを進めています。業務の調整や情
報共有を積極的に行うことで、ライフステージの変化にも対応しや

すい職場となり、女性だ
けでなく男性職員の職場
への定着にもつながって
います。
　今後も、誰もが安心し
て長く活躍できる職場づ
くりを推進していきま
す。

JU神奈川



あすの暮らしと出会う

おだ わらい ふ

●市ホームページのサイト内検索に  ID  の「P＋5桁の数」を入力し検索すると、
　詳しい内容がご覧になれます。

⃝募集記事で、定員制・申込先着順のものについては、記載がない限り申込開始日は10月13日（火）からとします。
⃝担当部署名の前に 申込 とある場合は、電話で申し込みができます。市外局番がないものは（0465）です。
⃝市役所への郵便物は、記事に指定がある場合を除き「〒250-8555 小田原市⃝⃝課（室）」で届きます。

日  日時　期  期間　時  時間　場  場所　内  内容　対  対象　定  定員
費  費用（記載のないものは無料）　持  持ち物　出  出演　任  任期　選  選考
額  支給額・謝礼　講  講師　申  申し込み（期限があるものは必着）
Ｅ  Eメール　主  主催　共  共催　関  関係課　問  問い合わせ

広報小田原
デジタル版は
こちらから

お知らせお知らせ

マロニエの臨時休館
 ID  P38844 � 地域政策課 ☎︎49-9191
電気の法定点検のため、住民窓口な
どを含めて全館休館します。
日 10月24日（土）
※�マロニエふれあいパークは利用で

きます。

自治会あいさつの日
 ID  P03364 � 自治会総連合事務局

（地域政策課内） ☎︎33-1457
11月2日（月）は「全市一斉あいさつ
運動の日」です。道行く人にあいさつ
をしましょう。

住居番号の付定届出が
電子でも可能に
 ID  P01635 � 建築指導課 ☎︎33-1433
住居表示実施区域内に建築物を建て
るときは、住居番号の付定が必要に
なりますので、建築物新築変更等届
出書を提出してください。なお、10
月1日（木）から電子での届け出がで
きます。

屋外焼却は禁止です！
 ID  P19065 � 環境保護課 ☎︎33-1483
ゴムやプラスチック類、木材、紙くず
などの屋外焼却は禁止されています。
たき火など軽微なものでも、煙や悪臭
で周囲の迷惑になる場合は禁止です。
ごみは、決められた方法でごみ集積
場所に出しましょう。事業者は廃棄
物処理業者などに処理を委託してく
ださい。

生活のしづらさなどに
関する調査
 ID  P21521 �障がい福祉課 ☎︎33-1461�
県障害福祉課 ☎045-210-4713

障がい福祉施策推進に向けて、障が
いのある人などを対象に、生活のしづ
らさなどに関する調査（全国在宅障害
児・者等実態調査）を11月に行いま
す。対象となった世帯に調査員が伺
いますので、ご協力をお願いします。

戦没者慰霊祭
 ID  P42376 � 福祉政策課 ☎︎33-1861
戦争犠牲者の冥福を祈念し、開催し
ます。どなたも参列可能です。
小田原市戦没者慰霊祭
日 10月28日（水）13：30～14：45ごろ
　 （受け付け13：00～）
場 三の丸ホール大ホール

都市計画案の縦覧
 ID  P31138 � 都市計画課 ☎︎33-1571
生産緑地地区の変更に係る都市計画
案の縦覧ができます。縦覧期間中は、
意見書を提出できます。
期 10月13日（火）～27日（火）
時 �8：30～17：15（土・日曜日を除く）
場 市役所6階都市計画課

おだわら・はこね家族会
 ID  P18187 � 高齢介護課 ☎︎33-1864
認知症の介護者同士で、介護の悩み
や困り事などについて話します。
日 10月16日（金）10：00～12：00
場 市役所6階601会議室
対 �認知症の家族を介護している人

や認知症の人
※申し込み不要

不動産公売（県・市共同）
 ID  P40177 � 市税総務課 ☎︎33-1366
県税務指導課 ☎045-210-2341

入札期間 10月30日（金）～11月6日（金）
開札日 11月10日（火）10：30〜
場 市役所5階504会議室
●公売物件の概要（本市実施分）
　土地建物1件
※�状況により、中止する場合があります。
※�詳しくは、市役所2階市税総務課

にある関係書類をご覧ください。

おだゼロ絵画・ポスターコン
クールの受賞作品の展示
 ID  P41926 � ゼロカーボン推進課

☎︎33-1426
●ダイナシティ ウエスト
　期 10月26日（月）～11月3日（祝）
●市役所２階ロビー
　期 11月11日(水) ～17日(火)
●UMECOホワイエ
　期 11月18日(水) ～25日(水)
共 おだわらゼロカーボン推進会議

豊川財産区議会議員選挙
立候補予定者事前説明会
 ID  P25699 � 選挙管理委員会事務局

☎︎33-1742
予定者への説明と事前審査を行いま
す。
日 10月27日（火）10：00～12：00
場 市役所3階301会議室
持 �印鑑（認め印）、戸籍謄本または戸

籍抄本1通、住民票1通
※投・開票日は、11月15日（日）です。
※�出席者は予定者1人につき3人ま

で。

献血
 ID  P17481 �健康づくり課 ☎︎47-0828
日 ①10月3日（土）・12日（祝）・18日（日）
　　 10：00～12：00、13：45～16：00
　 ②10月5日（月）14：30～15：45
　 ③10月10日（土）9：30～13：00
　 ④10月13日（火）9：30～11：30
　 ⑤10月13日（火）14：00～16：00
　 ⑥10月25日（日）
　　 10：00～12：00、13：45〜16：00
場 ①ダイナシティイースト
　 ②西山製作所
　 ③小田原アリーナ
　 ④小田原税務署
　 ⑤鈴廣かまぼこ本店
　 ⑥フレスポ小田原シティーモール

抜き取ってお読みください

保険料の納付
 ID  P36492 �

①保険課　　 ☎︎33-1834
②高齢介護課 ☎︎33-1840
③保険課　　 ☎︎33-1843

次の保険料の納期限は、11月2日
（月）です。期限までに納めてくださ
い。口座振替をご利用の人は、納期
限の前日までに預貯金残高をご確
認ください。
①国民健康保険料第5期
②介護保険料第5期
③後期高齢者医療保険料第4期

10月の納税
 ID  P29530 �
課税内容 市民税課　 ☎33-1351
納付関係 市税総務課 ☎33-1345

11月2日（月）は、個人市民税・県民
税・森林環境税（第3期）の納期限で
す。期限までに納めてください。
口座振替をご利用の人は、納期限
の前日までに預貯金残高をご確認
ください。
※�土･日曜日､祝･休日は、マロニエ

住民窓口､アークロード市民窓
口で納付できます。コンビニ､ス
マホ決済、eL-QRによる電子納
付は、原則いつでもご利用でき
ます。いずれも、納付書が必要で
す。

令和8年度補正予算の概要
 ID  P40853 � 財政課 ☎︎33-1312

【寄附者一覧】（敬称略）
⃝ふるさと文化基金寄附金（3万円）
　 • 石川きよ美後援会
⃝�社会福祉基金寄附金
　（合計7万9,050円）
　 • �飛鳥未来きずな高等学校小田

原キャンパス
　 • 匿名
⃝�ふるさとみどり基金寄附金
　（合計22万7,670円）
　 • あいおいニッセイ同和損害保険
　 • 小田原庭園業組合
⃝学校管理費寄附金（1万円）
　 • 波多野明夫
⃝�市立総合医療センター建設基金寄

附金（合計657万円）
　 • 足柄上医師会 • エナリ
　 • 佐藤設備 • 安間美津彦
　 • 矢野喜司 • 田邊香
　 • 高見澤クリニック • 池田眞澄
　 • 螢田診療所 • YOUスマイル
　 • 岸田春男 • 伊豆箱根鉄道
　 • 伊豆箱根バス • 伊豆箱根交通
　 • 小田原地区産婦人科医会
　 • 小田原報徳自動車 • 匿名

【９月補正予算の概要】
一般会計（3億2,740万3千円追加）
　 • �農業経営収入保険加入促進事

業費補助金の計上
　 • �路線バス等移動手段確保維持

対策事業費の増額
　 • �旧保健福祉事務所跡地活用事

業費の増額
競輪事業特別会計（900万円追加）
　 • ��小田原競輪場走路改修事業費

の増額
天守閣事業特別会計

（123万7千円追加）
　 • 熊本城災害復旧支援金の計上
介護保険事業特別会計

（2,179万1千円追加）
　 • �事務処理システム改修費の増額
病院事業会計（657万円追加）
　 • 基金造成費の増額
この結果、全会計の予算額は、2,162
億9,346万2千円となりました。

1おだわらいふ令和8年（2026年）　10月号　No.1290



お知らせお知らせ

秋の散策を楽しみながら
スタンプラリー！
小田原駅東口図書館 ☎︎20-5577

市内を散策しながら各施設に赴き、
スタンプラリーや展示、おはなし会、
工作を楽しみます。
全ての企画に参加した先着50人に
記念品を差し上げます。
日 10月17日（土）10：00～15：00
場 �小田原駅東口図書館、おだぴよ子

育て支援センター、小田原短期大
学図書館

安全・安心まちづくり旬間
 ID  P32227 � 地域安全課 ☎︎33-1396
10月11日（日）～20日（火）は、「安全・
安心まちづくり旬間」です。家族や職
場で声をかけ合い、防犯意識を高め、
警察官をかたる特殊詐欺に注意しま
しょう。
●�特殊詐欺対策電話機器購入費補助

制度　 ID  P34064 

　�特殊詐欺には、迷惑電話防止機能
が効果的です。この機能が付いた
電話機器などを購入した市内在住
の70歳以上の人を対象に、購入費
用の一部を補助しています。

小田原文学館企画展「生誕120年図
書館長石井富之助と文学者たち」
 ID  P42075 � 中央図書館（かもめ）

☎︎49-7800
小田原の図書館に長年勤めた石井富
之助元館長は、尾崎一雄など多くの
文学者と親交がありました。図書館
に寄贈された資料などから、文学者
との交流の様子を紹介します。
期 �10月24日（土）～12月20日（日）
　 ※月曜休館（祝日の場合は翌平日）
時 �10月31日（土）まで10：00～17：00、

11月1日（日）から10：00～16：30
　 （最終入館は閉館の30分前まで）
場 �小田原文学館1階展示室
費 �一般250円、小・中学生100円（入

館料）

ひきこもり当事者の居場所
「ふらっとプラット」

 ID  P38257 � 子ども若者支援課
☎︎46-7292

「外に出るきっかけが欲しい」「ひきこ
もり経験者の話を聞きたい」そんなあ
なたに訪ねてほしい居場所。時間内は
入退出自由で、静かに過ごすことも当
事者間で交流することもできます。
日 10月30日（金）13：30～16：30
場 UMECO会議室1・2
※事前申し込み不要

図書館の宝もの2026「小田原藩
主と侍たち―有浦家文書より―」
 ID  P42352 � 中央図書館（かもめ）

☎︎49-7800
大久保氏が肥前唐津にいたころに召
し抱えられた有浦家は、代々殿様の
側近くに仕え、多くの資料を残して
います。幕府を支える小田原藩主と
その部下たちの姿を紹介します。
期 10月14日（水）～25日（日）
　 ※10月19日（月）は休館
時 9：00～17：00
場 �中央図書館（かもめ）2階地域資料

コーナー

国外転出時の
国民年金の手続き
 ID  P01830 � 保険課 ☎︎33-1867
●�国民年金第1号被保険者が国外転

出するとき
�　�資格喪失届の手続きを行ってくだ

さい。
　�なお、国外に住所を置いている期

間は、国民年金に加入する義務は
ありませんが、日本国籍を有する
人で将来受給する年金額を増やし
たい場合は、国内協力者（原則とし
て親族）を指定して任意加入する
ことができます。

　場 �市役所2階保険課、各タウンセン
ター住民窓口、小田原年金事務所

　持 �窓口に来る人の本人確認書類、
個人番号確認書類、基礎年金番
号通知書(年金手帳でも可)

　　 ※�任意加入し、保険料の納付に
ついて口座振替を希望する
場合は、加えて預（貯）金通帳
とその届出印

　　 ※�海外から帰国した場合は、国
民年金の加入手続きや、任意
加入していた人は強制加入へ
の変更手続きをしてくださ
い。

●�国民年金第3号被保険者が国外転
出するとき

　�配偶者の勤務先を通じて手続きが
必要です。それにより、国民年金の
資格を喪失する場合は、第1号被保
険者と同様に任意加入できます。
●年金受給者が国外転出するとき
　�日本年金機構へ届け出る必要があ

ります。詳しくは、小田原年金事務
所(☎22-1391)へお問い合わせく
ださい。

庭園の音楽会
 ID  P42388 � 中央図書館（かもめ）

☎︎49-7800
日 10月17日（土）10：00～11：00
場 小田原文学館庭園
内 �新しくなった庭園で市民コーラ

スなどによる名作童謡をお届け
します。

読書週間リーフレット
 ID  P13581 � 中央図書館（かもめ）

☎︎49-7800
小学生と中学・高校生向けの、お薦め
の本を紹介するリーフレットを配布
します。
期 10月20日（火）〜11月10日（火）
場  �市内の図書館、図書室、図書コーナー

9〜10月は「行政相談月間」
 ID  P42255 �  申込  地域安全課

 ☎︎33-1775
本市では国・県・市への苦情や要望を
お聞きする行政相談を実施していま
す。その解決や実現を促進するとと
もに、行政の制度や運営の改善に生
かしています。

募 集募 集

令和8年度
精神保健福祉普及講演会
小田原保健福祉事務所保健予防課

 ☎︎32-8000
日 �10月23日（金）13：30～15：00
場 �①小田原合同庁舎3階E・F会議室

②オンライン
内 �「ひきこもり・親なき後を考える

～当事者と家族の声から～」
定 ①50人②80人・申込先着順
講 �池上正樹さん（KHJ全国引きこも

り家族会連合会）
申 �10月16日（金）までに、

電子申請システムで
関 障がい福祉課 ▲�電子申請 

システム

国民年金保険料の控除証明書
 ID  P01816 � 小田原年金事務所

☎︎22-1391
10月下旬〜11月上旬に、年末調整や
確定申告で必要な控除証明書が日本
年金機構から送られます。なお、10
月1日（木）以降に、今年初めて国民年
金保険料を納付した人は、令和9年2
月上旬に送られます。
関 保険課

10月10日（土）〜16日（金）は
「かながわ消費者週間」

 ID  P31297 � 地域安全課 ☎︎33-1777
神奈川県では、毎年10月の第2土曜
日から1週間を「かながわ消費者週
間」と定めています。
契約についての疑問や不安、悪質商
法や架空請求の被害に遭ってしまっ
たら、消費者ホットライン（局番無し
☎188）へ相談してください。

寒波による漏水の救済措置
 ID  P41377 � 給排水業務課

 ☎︎41-1636 
令和8年2月8日の大雪と翌日の気温
低下を起因に、屋外の水道管が凍結
したことによって漏水が多数発生し
ました。
市では、今回の事象に対して、救済措
置を設け、対象となり得る人へ5月に
お知らせはがきを送りました。申請
期限が11月2日（月）までとなってい
ますので、ご確認ください。

段ボールコンポスト店頭実演
 ID  P16232 � 環境政策課 ☎︎33-1471
微生物の力で生ごみを分解する「段
ボールコンポスト」の店頭実演と販
売・新規無料配布を行います。
日 ①10月19日（月）②10月21日（水）
　 ③10月22日（木）④10月28日（水）
　 10：00～13：00
場 ①小田原百貨店板橋店
　 ②しまむらストアーたちばな店
　 ③小田原百貨店寿町店
　 ④�イトーヨーカドー小田原店（新

規無料配布のみ）
パブリックコメント（市民意見）
 ID  P04405 � 広報広聴室 

☎︎33-1263 FAX32-4640

政策などの案と意見記入用紙は､
担当課､タウンセンター､図書館な
どで配布する他､市ホームページ
に掲載します｡
申 �期間内に､担当課まで直接､郵送
（当日消印有効）､ファクスまたは
市ホームページの投稿フォームで

意見提出期間
10月15日（木）～11月13日（金）
政策などの案の題名 担当課
小田原市景観計画の
改定及び小田原市景
観条例等の一部改正

都市計画課
☎33-1573

小田原市尊徳記念館
条例施行規則の一部
改正

生涯学習課
☎36-2381

11月9日（月）〜15日（日）は秋季火災予防運動
〜火の確認 いい日を支える いい習慣〜

 ID  P30318 � 予防課 ☎︎49-4428

空気が乾燥し、火災の発生が多くなる時季です。特に風の強い日は、屋外で
の火の取り扱いに、十分注意しましょう。家の周りには燃えやすいものを置
かないよう心がけましょう。
●消防車お絵描き展示会
　幼年消防クラブ31園の園児が描いた消防車の絵を展示します。
　期 11月3日（祝）〜15日（日）　場 ダイナシティウエスト2・3階キャニオン
●消防フェスタ〜2026Aut 〜
　消防車の展示や通報体験、こども用防火衣の着装体験を実施します。
　日 11月3日（祝）11：00〜15：00
　場 フレスポ小田原シティーモール北館平面駐車場
●駅頭広報
　幼年消防クラブの園児たちが火災予防広報を行います。
　日 11月10日（火）・11日（水）10：00〜11：30　場 小田原駅アークロード

◆掲載されているイベントの情報は、9月11日時点の情報です。
◆各記事の詳しい情報は、市ホームページからご確認いただくか、担当課にお問い合わせください。2 おだわらいふ 令和8年（2026年）　10月号　No.1290



法人設立50周年記念講演会「つなぐ50年、ひら
く未来～脳科学から考える地域のつながり～」

市社会福祉協議会 ☎︎35-4000
地域のつながりが私たちの心や脳に
どのような力を与えるのか、脳科学
の視点から学びます。
日 12月20日（日）14：00〜16：00
　 （開場13：30）
場 三の丸ホール大ホール
申 �10月1日（木）か ら、

市 社 会 福 祉 協 議 会
ホームページで

関 福祉政策課

笑って学ぶ　成年後見制度
講演会・無料相談会
 ID  P42638 �
 申込  おだわら成年後見支援センター 

T
と も に

OMONI ☎︎35-7770
成年後見制度について、全国初の市
民後見人芸人が講師となって、後見
人としての体験談も交え、漫談で分
かりやすく紹介します。また、法律職
などの専門家による相談会もありま
す。
日 11月2日（月）13：30～15：00
場 �おだわら総合医療福祉会館4階

ホール　※駐車場はありません
内 �講演会「笑って学ぶ 成年後見制

度」
　 �無 料 相 談 会15：10～17：00（事

前予約制）
定 100人・申込先着順
講 �青空一風さん（市民後見人芸人）
申 �10月23日（金）までに、電話また

は申込フォームで
関 福祉政策課

▲ホームページ

▲�講演会申込
フォーム

▲�相談会申込
フォーム

お口の健康スキルアップ教室
 ID  P25284 �  申込  高齢介護課

 ☎︎33-1864
歯を健康に保つため、講義と実技を
実施します。
日 11月12日（木）14：00〜15：30
場 梅の里センター2階大会議室
対 �市内在住の65歳以上の人30人・

申込先着順
持 �筆記用具、手鏡
講 天野健三さん（歯科医師） 他
申 �10月13日（火）〜11月5日（木）に、

電話で

認知症サポーター養成講座
 ID  P33877 �  申込  高齢介護課 

☎︎33-1864
認知症への正しい知識と理解を持
ち、地域で認知症の人やその家族に
対してできる範囲で手助けする「認知
症サポーター」を養成する講座です。
日 10月29日（木）10：00～12：00
場 �尊徳記念館1階視聴覚室
対 �市内在住・在勤・在学

の人30人・申込先着順
申 �前日までに、電話また

は電子申請システムで

家族介護教室
 ID  P18184 �  申込  高齢介護課

☎︎33-1864
介護に関する基礎的な知識や技術に
ついて学ぶ講座です。
日 �①10月15日（木）②11月17日（火）

③12月17日（木）
　 10：00～12：00
場 �❶①③市役所7階大会議室②けや

き3階視聴覚室❷Zoom
内 �①口腔ケア・服薬について②介護

技術(入浴・清拭)について③介護
技術(排せつ)について

対 �高齢者の介護をしている家族・介護
に関心のある人❶30人❷100人・
申込先着順

申 �❶前日まで❷１週間
前までに、電話また
は申込フォームで

▲�電子申請
　システム

▲�申込フォーム

食で生き生き！栄養教室
 ID  P03391 �  申込  高齢介護課

 ☎︎33-1864
高齢者に必要な栄養素の取り方など
の講話と調理実習です（試食有り）。
日 11月26日（木）10：00〜12：30　　 　
場 けやき4階調理実習室
対 �市内在住の65歳以上の人30人・

申込先着順
費 500円（材料費）
持 �エプロン、三角巾、布巾、マスク
申 �10月15日（木）〜23日（金）に、電

話で
共 小田原創友クラブ

ぞうりをレンタサイクルに履き替え、
旅人気分で旧東海道を散策しませんか

 申込  小田原ガイド協会 
☎︎22-8800

レンタサイクルを使用した企画で
す。
日 10月24日（土）9：00〜14：00
　 集合　市民交流センター
内 �市民交流センター→江戸口一里

塚→旧東海道→清水本陣→なり
わい交流館→大久寺→板橋見附
→旧東海道→松永記念館→紹太
寺→前田橋→早雲寺→三枚橋
→TOTOCO小田原→市民交流セ
ンター

定 12人・申込先着順
費 �1,700円（ガイド料、電動レンタ

サイクル料、保険料含む）
持 昼食
関 観光課

市立総合医療センター 
市民公開講座
 ID  P29865 � 経営管理課 ☎︎34-3175
市立総合医療センターの医師などが

「糖尿病」をテーマに講座を開催します。
日 10月17日（土）10：00～12：00 
場 ①市立総合医療センター5階講堂 
　 ②Zoom
内 ❶�「市立総合医療センターの概要

について」
 　❷�「血糖値だけではない糖尿病診

療」
　 ❸ �「糖尿病のある暮らしを支え

る看護」
　 ❹「続けられる糖尿病の食事」
　 ❺�「糖尿病の薬と安全につきあ

う」
定 �①②各80人①当日先着順②申込

先着順 
講 ❶杉山和人（施設用度課）
　 ❷�佐々木奈都江（糖尿病内分泌内

科）
　 ❸杉山美紀（看護部）
　 ❹髙林有紀（栄養科）
　 ❺江島遥子（薬剤科）
申 �①会場に直接 ②10月15日（木）

までに、申込フォーム
で

▲�申込フォーム

募 集募 集

高齢者のための
フレイル予防教室
 ID  P27493 �  申込  高齢介護課

 ☎︎33-1864
いつまでも元気でいるためにフレイ
ル予防について学びましょう。
日 11月13日（金）13：30〜15：30
場 梅の里センター2階大会議室
対 �市内在住の65歳以上の人40人・

申込先着順
講 �明治安田生命保険社員
申 �10月13日（火）〜11月5日（木）に、

電話で 

労働講座「働く人・雇う人のための
最新『法改正』3つのポイント！」
 ID  P41930 �  申込  産業政策課

☎︎33-1514
日 10月26日（月）15：00～16：30
場 UMECO会議室4
内 �・�社会保険加入拡大と保険料調

整制度について
　 ・�カスハラ対策、就活セクハラ対

策、ストレスチェックの義務化
について など

対 �勤労者・労務担当者・関心のある
30人

講 �近藤剛さん（社会保険労務士、行
政書士）

申 �10月22日（木）までに、
電話または申込フォー
ムで

高齢者体操教室
 ID  P03389 �  申込  高齢介護課

 ☎︎33-1864
ストレッチや音楽に合わせた体操を
通じて、運動機能の維持・向上を図り
ます。
①いそしぎ
　日 �12月7日〜令和9年3月29日の

毎週月曜日
　 　13：10〜14：05、14：10〜15：00
②おだわら総合医療福祉会館
　日 �12月1日〜令和9年3月23日の

毎週火曜日
　　 13：10〜14：05、14：10〜15：00
③小田原スポーツ会館
　日 �12月2日〜令和9年3月17日の

毎週水曜日（日程変更の可能性
有り）

　 　12：10〜13：00、13：00〜13：55
④梅の里センター
　日 �12月3日〜令和9年3月25日の

毎週木曜日
　 　9：40〜10：35、10：40〜11：30
①〜④共通
対 �市内在住の65歳以上の人①②各

70人③④各50人・多数抽選
申 �10月15日（木）〜22日（木）に、電話

または市ホームページで
※申し込みは、1人1会場まで。
※�「65歳からの筋トレ教室」に参加し

ている人は、申し込みできません。

▲�申込フォーム

スマホ教室
 ID  P32503 �  申込  デジタル推進課 ☎︎33-1733

●市内の携帯販売事業者4社の協力による講習
開催日 時間 場所 コース・内容 定員

10月28日（水）
13：30～14：30 いずみ

集会室201
はじめてのスマホ 各回

8人程度15：00～16：00 基本編

11月5日（木）
13：30～14：30 UMECO

会議室7
基本編 各回

8人程度15：00～16：00 応用編

　内 はじめてのスマホ：スマホを持っていない人向け
 　　基本編：基本的な操作方法、動画、音声操作など
 　　応用編：防災アプリ、テレビ、ラジオなど
　対 市内在住の人・申込先着順
　申 10月9日（金）9：00から電話、または申込フォームで　
　　 ※�申し込み人数の状況により、開催中止となる場合があり

ます。 ▲申込フォーム

申込先着順で開始日の記載がない場合、 申込開始は10月13日（火） から 3おだわらいふ令和8年（2026年）　10月号　No.1290
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くらしの講座 ～最新事例を知り、消
費者被害を未然に防止しよう！～
 ID  P32089 �  申込  地域安全課 

☎︎33-1775
最近の悪質商法の手口と撃退方法を
学びましょう。
日 10月30日（金）14：00～16：00
場 けやき大会議室
対 �市内・箱根町・真鶴町・湯河原町に

在住・在勤・在学の人40人・申込
先着順

講 �野路岳秀さん（消費生活アドバイ
ザー）

申 �10月1日（木）から前日までに、電
話で

青少年指導者養成講座
「キャンプ編」

 ID  P41227 �子ども政策課 ☎︎33-1723
青少年育成やこどもとの体験活動に
関心のある人を対象に、青少年指導
者養成講座「キャンプ編」を行います。
日 10月31日（土）10：00～16：00
場 �足柄森林公園丸太の森
　 （南足柄市広町1544）
対 �青少年育成やこどもとの体験活

動に関心のある高校生以上の人
30人・申込先着順

費 1,000円
講 �古谷洋祐さん（国立青

少年教育振興機構）
申 �10月19日（月）までに、

電子申請システムで
▲�電子申請 

システム

大人のためのおはなし会
 申込  小田原駅東口図書館

☎︎20-5577
大人を対象にした絵本の読み聞かせ
を行います。
日 10月25日（日）11：00～11：45
場 小田原駅東口図書館
対 中学生以上15人・申込先着順
申 �10月13日（火）9：00

から直接、電話また
は申込フォームで

就活パソコン講座
 申込  県西部地域若者サポートステーション

☎︎32-4115
仕事の現場で役立つパソコンの基本
スキルを学びましょう。
①計算、データ整理ができるExcel
　日 �10月21日（水）・22日（木）
　　 10：00～16：00　
②文書作成に役立つWord
　日 10月23日（金）10：00～16：00　
①②共通
場 小田原合同庁舎
対 �15～49歳の仕事を探している雇

用保険未加入の人（学生不可）各
10人・申込先着順

　 ※事前にサポステ登録が必要
申 �10月15日（木）までに、

電話またはサポステ
ホームページの問い
合わせフォームで

関 子ども若者支援課

▲�申込フォーム

▲�問い合わせ
フォーム

里親講座
〜10月は里親月間〜
 申込  小田原児童相談所 ☎︎32-8000
日 10月29日（木）10：00〜12：00
場 �児童養護施設ゆりかご園
内 �里親制度の説明、施設で生活する

こどもたちについて、里親体験談
対 �里親活動に関心のある人30人・申

込先着順
申 �10月26日（月）までに、

電話または申込フォー
ムで

関 �子ども政策課

市民×行政協働コース 
公開プレゼンテーション
 ID  P42666 �  申込  地域政策課

 ☎︎33-1458
令和9年度実施分の「市民活動・協働
応援制度 市民×行政協働コース」の
第1次審査を通過した事業の第2次
審査（公開プレゼンテーション）を実
施します。途中入退室も可能です。
日 10月16日（金）14：30～15：00
場 けやき視聴覚室
定 15人・申込先着順
申 前日12：00までに、電話で

大豆の収穫を通して学ぶ、農
と食の体験・交流イベント
 ID  P41054 � 地域政策課 ☎︎33-1388
エディブル・スクールヤード・ジャパ
ンによる、大豆の収穫を通して学ぶ、
農と食を介した体験・交流イベント
です。こどもたちの学びや畑づくり
の楽しさを体感できます。
日 11月28日（土）10：00〜12：00
　 ※�予備日11月29日（日）10：00〜

12：00
場 酒匂小学校内の農園
対 �市内在住の親子20

組・申込先着順
申 �11月13日（金）までに、

申込フォームで

国際シンポジウム
 ID  P42672 �  申込  文化政策課

☎︎33-1703
日 �令和9年2月2日（火）
　 18：00〜20：00
場 三の丸ホール大ホール
内 �「ー GREEN×EXPO2027の開場

から皆なで創る幸せな明日の風
景へ！ー The beginning of the 
end」をテーマに、GREEN×EXPO 
2027ラボチェアパーソンの涌井
史郎さんによる講演、パネルディ
スカッションを行います。

定 1,000人・申込先着順
申 �令和9年1月25日（月）までに、電

話、メールまたは電
子申請システムで

Ｅ  �cultural-exchange@
city.odawara.kana 
gawa.jp

共 �小田原海外市民交流会、小田原箱根
商工会議所、箱根町

▲申込フォーム

▲�申込フォーム

▲�電子申請 
システム

野外彫刻鑑賞ツアー
×作品お掃除体験
 ID  P39752 �  申込  文化政策課

☎︎33-1707
上府中公園に展示されている野外彫
刻作品の鑑賞ツアーと作品のお掃除
体験を行います。
日 11月15日（日）13：00~16：00
　 ※�荒天時は12月6日（日）に順延

予定
場 上府中公園内
定 15人程度
申 �10月30日（金）までに、電話また

はメールで
Ｅ �cultural-policy@city.odawara.

kanagawa.jp
主 �おだわらミュージアムプロジェ

クト

普通救命講習Ⅰ
 ID  P00490 � 救急課 ☎︎49-4441
成人の心肺蘇

そ せ い

生法とAEDの取り扱
いについて学びます。受講する場合
は指定期間に総務省消防庁のウェブ
講習を受講する必要があります。
日 �①11月5日（木）9：00〜11：00
　 ②11月28日（土）9：30〜11：30
場 ①市消防本部
　 ②�大井町生涯学習センター（大井

町金子1995）
対 �中学生以上（市消防本部管轄内に

在住・在勤・在学の人を優先）15
人・申込先着順

申 �10月6日（火）から電話（9：00～17：
00）で予約後、10月20日（火）17：00
までに申請書を最寄りの消防署所
へ直接

トレーニングルーム
利用者講習会〈11月分〉
 申込  ①小田原アリーナ ☎︎38-1144
 申込  ②スポーツ会館  ☎︎23-2465
①小田原アリーナ
　日 毎週火曜日　14：00〜15：00
　　 毎週水曜日　11：00〜12：00
　 　毎週金曜日　19：00〜20：00
　 　毎週土曜日　19：00〜20：00
　 　毎週日曜日　11：00〜12：00
　 　※�6日（金）・14日（土）・18日（水）・

24日（火）・29日（日）を除く。
　対 �高校生以上各日15人・申込先着順
　申 �10月15日（木）9：00から直接

または電話で
関 スポーツ課
②スポーツ会館
　�改修工事により、7月18日から臨時

休館となっているため、現在トレー
ニング室の利用はできません。

　�11月のトレーニング講習会につ
いても実施しません。次回講習会
については、予定が決まり次第お
知らせします。

関 産業政策課

《三の丸ホール開館5周年記念文化事業》
� 三の丸ホール ☎20-4152

①�三の丸ホールプレミアムコンサー
ト vol.1 溝口肇 with 東儀秀樹  

「幻想夜」
　日 12月5日（土） 15：30開演
　　 （14：45開場）
　場 三の丸ホール大ホール 
　内 �「世界の車窓から」の作曲・演奏

で有名なチェロ奏者・溝口肇
と、伝統文化の継承と革新を追
求し続ける雅楽師・東儀秀樹に
よる一夜限りの特別コラボ
レーション。優雅なチェロの音
色と、千年の歴史を誇る雅楽の
響きが重なり合う、至高のひと
ときをお聞き逃しなく。

　費 �全席指定 1階席6,000円、2階席
5,000円　

　　 ※未就学児入場不可

▲�溝口肇 ▲�東儀秀樹

②�キーウ・クラシック・バレエ 
「くるみ割り人形」全幕

　日 �12月24日（木）18：30開演
　　 （18：00開場）
　場 三の丸ホール大ホール
　内 �東欧に輝くバレエ大国ウクライ

ナより、若さと気品に満ちたバ
レエ団が三の丸ホールに初来
日！クリスマス・イブを彩る作
品とともに、ドロッセルマイ
ヤーの魔法にかかる素敵なひと
時を劇場でお楽しみください。

　　 ※演奏は特別録音音源を使用
　費 �全席指定 一般4,800円、バレエ

教室割引4,300円（三の丸ホー
ル窓口のみの販売）

　　 ※�3歳以下入場不可・4歳以上有料 
主 �インプレサリオ東京
①②共通
申 �ウ ェ ブ 予 約 サ イ

ト、窓口他プレイ
ガイドにて発売中

�◀︎�予約サイト
（無料の会員
登録が必要）

◆掲載されているイベントの情報は、9月11日時点の情報です。
◆各記事の詳しい情報は、市ホームページからご確認いただくか、担当課にお問い合わせください。4 おだわらいふ 令和8年（2026年）　10月号　No.1290
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「相模湾の環境保全と
水産振興」シンポジウム
 ID  P37067 � 水産海浜課 ☎︎22-9227
相模湾の沿岸漁業の現状や課題、今
後の持続策を考えます。
日 11月6日（金）9：30～12：50
場 けやき2階ホール
内 �相模湾の磯焼けと藻場再生への

取り組みについての講演と討論
共 相模湾水産振興事業団 他
※申し込み不要

市内戦争遺跡巡り
 ID  P36914 � 申込  総務課 ☎︎33-1291
市内に今も残る戦争遺跡を巡ります。
日 11月14日（土）8：30～12：00
場 市内の戦争遺跡（4カ所程度）
対 �市内在住・在勤・在学の人20人・申

込先着順
講 �戦時下の小田原地方を記録する

会
申 �11月10日（火）まで

に、電話または申込
フォームで

神奈川県西部広域パートナー
シップ制度連絡協議会講演会
 ID  P42381 � 申込  人権・男女共同参画課

☎︎33-1725
多様性を認め合う地域社会の実現に
向け、講演会を開催します。
日 10月30日(金)14：00～16：00
場 大井町生涯学習センターホール
　 （足柄上郡大井町金子1995）
内 �多様性を知り「自分らしさ」を考

える
定 150人・申込先着順
講 �奏太さん(映像クリエイター、

YouTuber)
申 10月23日(金)までに、電話で
主 �神奈川県西部広域パートナー

シップ制度連絡協議会

第44回小田原地区糖尿病週間行事
～おいしく食べていきいき長生き
 ID  P40196 �  申込  健康づくり課

☎︎47-4723
日 11月15日（日）
　 ①午前の部（10：00～12：00）
　　 栄養講座
　　 ※参加者に弁当配布有り
　 ②午後の部（13：00～15：00）
　　 教育講演
　　 「食べて整う！食べて輝く‼」
場 �UMECO①会議室4②会議室1・

2・3
定 ①35人②100人・申込先着順
講 �②和田美紀子さん（東京さつきホ

スピタル食支援センター セン
ター長）

申 �10月13日（火）～11
月6日（金）に、電話ま
たは電子申請システ
ムで

▲�申込フォーム

▲�電子申請 
システム

11月1日（日）
バスdeおでかけフェア
 ID  P14865 � 地域交通課 ☎︎33-1405
路線バス利用のきっかけづくりや、
脱炭素化などを目的とした「バスde
おでかけプロジェクト」の関連イベ
ントです。
時 10：00〜15：00
場 ダイナシティ ウエスト 正面店頭
内 �バス車両・AIオンデマンド交通実

証実験車両の展示、バス運転士な
りきり体験、バスグッズの販売

主 バスdeおでかけプロジェクト

11月1日（日）
おだわらゼロカーボンフェア
 ID  P42396 � ゼロカーボン推進課

☎︎33-1426
機器の展示やワークショップなどを通
して、地球温暖化対策につながる取り組
みを体験できます。「おだゼロ絵画・ポス
ターコンクール」の表彰式も行います。
時 10：00～16：00
場 ダイナシティ ウエスト
共 おだわらゼロカーボン推進会議

11月3日（祝）～15日（日）
第76回小田原城菊花展
 ID  P11408 � 市観光協会 ☎︎20-4192
小田原城のミニチュアを小菊で飾っ
た小菊総合花壇をはじめ、大菊や盆
栽、スプレー菊など、約600点の丹精
込めて育てられた逸品をご覧くださ
い。
時 10：00～16：00
場 小田原城址公園本丸広場
関 観光課

11月3日（祝）
きまつり2026　
 ID  P36698 �きまつり実行委員会（農政課内）

☎︎33-1491
森林体験ツアーやスリル満点のジッ
プライン、本格的な木工のワーク
ショップの他、盛りだくさんのアウト
ドアイベントです。
時 10：00～16：00
場 �いこいの森、フォレストアドベン

チャー 他
申 �9月18日（金）から、市ホームペー

ジで

11月8日（日）
コスモス摘み取り体験
 ID  P17765 � 早川活性化推進協議会

鈴木 ☎︎090-2769-1088
時 10：00～　
　 ※コスモスがなくなり次第終了
場 早川一夜城きらめきミニガーデン
関 農政課
※申込不要

10月18日（日）
生きがいふれあい
フェスティバル
 ID  P39908 � 福祉政策課 ☎︎33-1861
明るい長寿社会の実現のため、高齢
者の生きがいづくりを応援します。
こどもも楽しめる企画もあります。
時 10：00～15：00
場 いそしぎ
内 作品展や舞台発表、バザーなど
※�駐車場の台数に限りがあります。

公共交通機関をご利用ください。

10月24日（土）
下水道ふれあいまつり
 ID  P37095 � 神奈川県下水道公社 

☎︎0463-55-7211
時 10：00〜15：00　※小雨決行
場 �酒匂きらり広場
　 （酒匂水再生センター）
内 �下水処理場見学、下水道学習室、

飲料販売、ゲーム、地元の太鼓や
お囃

は や し

子の演奏、演舞など
関 経営総務課

10月24日（土）・25日（日）
生涯学習フェスティバル
 ID  P40223 � 生涯学習フェスティバル

実行委員会 ☎︎33-1881
生涯学習団体が日頃の活動成果を発
表します。書道の展示やダンスの舞
台発表、競技かるたなどの体験コー
ナーの他、ハロウィーンにちなんだ
イベントも開催します。
日 �10月24日（土）10：00〜16：00
　　　 25日（日）10：00〜15：00
場 けやき　関 生涯学習課

10月25日（日）
小田原あじ・地魚まつり2026
 ID  P40275 � 水産海浜課 ☎︎22-9227
時 9：00〜14：00
場 公設水産地方卸売市場
内 �朝どれの新鮮な地魚の販売、さば

き方を鮮 魚 店に教わるワーク
ショップ、泳ぐ魚に触れる体験など

10月31日（土）
魚を釣ってさばいちゃおう！
海×釣り×アジフライ
こころみ・益田 ☎︎090-8454-3031
時 8：00〜14：00
場 小田原漁港、TOTOCO小田原
内 �釣り、アジフライ調理、小田原の

漁業についての講話
対 �小・中学生と保護者25～30人・申

込先着順
費 �保護者5,000円、小・中学生3,000

円
申 �こころみInstagramのメッセン

ジャーまたはメールで
Ｅ npococolomi@gmail.com 
関 水産海浜課

▲ホームページ

HP

▲Instagram

一般公開講座2026
 申込  小田原薬剤師会 ☎︎23-2658

テーマは「知って得するセルフメ
ディケーション！ OTC医薬品（市販
薬）の正しい選び方・使い方」です。
日 11月３日（祝）14：00～15：00
　 �（13：00～14：00は、お薬相談、体

組成計による健康測定を実施）
場 マロニエ２階集会室202
定 80人・申込先着順
講 �鈴木伸悟さん（メディカルガーデ

ンOTCセルフメディケーション
推進室室長）

申 �10月30日（金）までに、
電話または申込フォー
ムで

関 健康づくり課

第13回山・川・海の連続性を
考える県民会議

県河港課 ☎045-210-6514　
FAX045-210-8897

日 11月7日（土）12：30～17：30
　 集合・解散　�小田急線新松田駅
　　　　　　　（貸切バス利用）
内 �西湘海岸の養浜で活用する土砂

を採取している三保ダムの現場を
見学した後、丹沢湖記念館で意見
交換をします。

申 �10月22日（木）までに、電子申請シス
テムまたは住所・氏名・電話番号を書
いてはがき、ファクスで

　 �〒231-8588
　 �横浜市中区日本大通1

県河港課 宛
関 水産海浜課

10月11日（日）
第44回糖尿病週間行事＆
ふれあいけんこうフェスティバル
 ID  P40166 �健康づくり課 ☎︎47-0828
時 10：00〜15：00
場 ダイナシティウエスト1階
内 �ステージ発表、健康相談、健康

チェック、キャンペーン

10月17日（土）
おだわらハートフェスタ
 ID  P34564 �障がい福祉課 ☎︎33-1468
見て・体験して・交流しながら、誰で
もこころのバリアフリーについて楽
しく学べるイベントです。
時 10：00～16：00
場 ハルネ小田原うめまる広場
内 �こころの病のパネル展示、福祉事

業所で製作した物品販売、アル
コール体質判定、心理検査など

▲�申込フォーム

▲�電子申請 
システム

イベントイベント

申込先着順で開始日の記載がない場合、 申込開始は10月13日（火） から 5おだわらいふ令和8年（2026年）　10月号　No.1290



定例イベント
尊徳記念館
 ID  P07325 � 尊徳記念館�☎︎36-2381
●二宮尊徳生家いろり燻

くんじょう

蒸
　日  10月24日（土）9：00～11：30
　場 二宮尊徳生家

わんぱくらんど
わんぱくらんど�☎︎ 24-3189

●おもちゃ電車ぷらぱあく
　日 10月24日（土）11：00～16：00
　　 　　 25日（日）10：30～15：30
　場 エントランス広場

フラワーガーデン
 ID  P04133 � フラワーガーデン

�☎︎34-2814
※ 月曜日休園（祝・休日の場合は開園

し、翌日以降最初の平日が休園）
●第18回シダ植物鉢植展
　期 10月10日（土）～12日（祝）
　　 10：00～16：00
　　 ※最終日は15：00まで
●ハッピーハロウィンウィーク
　期 10月17日（土）～31日（土）
●秋のローズフェスタ
　期 10月24日（土）～11月23日（祝）
●花鳥風月との語らい写真展
　期 10月15日（木）～25日（日）
　　  9：00～17：00
　　 ※ 初日は12：00～、最終日は15：

00まで
●小田原盆栽愛好会盆栽展
　期 11月3日（祝）～8日（日）
　　  9：00～17：00　
　　 ※ 初日は12：00～、最終日は15：

00まで
●なるほど園芸講座
　日 10月18日（日）10：30～11：30
　講 大坪孝之さん（日本梅の会会長）
●朝市（売切れ次第終了）
　日 毎週日曜日10：00～15：00

上府中公園
上府中公園管理事務所�☎︎ 42-5511
●おもちゃ作り教室
　日 10月18日（日）、11月1日（日）
　　 10：00～12：00、13：00～15：00
　場 親水広場　対 小学生以下
　費 100～400円（材料費）
　※雨天中止
●カミイチ（かみふなかクラフト市）
　日 10月24日（土）10：00～16：00
　※荒天中止
● 湘南オーガニックファーマーズ

マーケット
　日  10月17日（土）、11月7日（土）
　　 9：00～10：00　
　※荒天中止

小田原宿なりわい交流館　
 ID  P02188 �� 申込 �小田原宿なりわい交流館

☎︎20-0515
●東海道フェス①東海道落語会1
　日  10月10日（土）
　　 15：00（開場14：30）
　定 30人・申込先着順
　出 喜楽亭笑吉（社会人落語家）
● 東海道フェス②新蕎麦！蕎麦打ち体験
　日 10月12日（祝）10：00～12：00
　定 10人・申込先着順
　費 3,500円
● 東海道フェス③小田原スイーツツアー
　日 10月17日（土）13：00～16：00
　定 20人・申込先着順
　費 3,500円
●東海道フェス④東海道落語会2
　 日 10月24日（土）
　　 14：00（開場13：30）
　定 30人・申込先着順
　費 2,000円
　出 立川志の八
● 東海道フェス⑤小田原宿歴史カフェ
　日 10月31日（土）
　 　14：00（開場13：30）
　定 30人・申込先着順
　費 1,000円

松永記念館
 ID  P25001� 郷土文化館�☎︎23-1377
●茶室公開 
　日 10月11日（日）、11月8日（日）
　　 10：00～15：00
　場  松永記念館茶室「葉雨庵」「烏薬亭」

小田原競輪
事業課�☎︎23-1101

●小田原本場開催
　・スポーツニッポン新聞社杯争奪戦（FⅠ）
　　期 10月20日（火）～22日（木）
　・万葉の湯杯争奪戦（FⅠ）
　　期 10月26日（月）～28日（水）
　・ モーニング・GOD LEFT CUP 

6th（FⅡ♡）
　　期  11月1日（日）～3日（祝）
　※ モーニング競輪は開門後から

レースを観戦できます。
　※♡はガールズケイリン
　※ 場外開催の日程に

ついては、小田原競
輪ホームページを
ご覧ください。

UMECO
UMECO�☎︎24-6611

●UMECO企画展
　・中国安陽友好 甲骨文字書道展
　　期 10月23日（金）～11月5日（木）
　・花とソープカービング展
　　期 11月6日（金）～10日（火）
　　場 多目的コーナー
　・犯罪被害者月間パネル展
　　期 11月1日（日）～15日（日）
　　場 ホワイエ
●アクティブサロン
　・暮らしのフェスタ
　　日 11月7日（土）10：00～15：00
　　共 小田原友の会
　場 活動エリア、交流エリア
※ 時間など詳しくはUM

ECOホームページを
ご確認ください。

▲小田原競輪

HP

▲ホームページ
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英語でおはなし会
 申込  小田原駅東口図書館

☎︎20-5577
絵本の読み聞かせや手遊びなどを英
語で楽しみます。
日 �10月31日（土）①11：00～11：45

②13：00～13：45
場 小田原駅東口図書館
対 �①2～6歳（未就学児）までのこど

もと保護者15組②小学生15人・
申込先着順

申 �10月19日（月）9：00から、直接ま
たは電話で

ママパパ学級
 ID  P01994 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025
妊娠・出産・育児について学ぶ講座です。
●妊娠・出産の流れと栄養のお話
　日 11月13日（金）13：30～
　場 保健センター2階集団検診室
　対 �妊娠20週以降の妊婦とパート

ナー（妊婦のみも可）・20組程度
　持 �母子健康手帳、筆

記用具
　申 �11月6日（金）までに、

電子申請システムで

あそびのひろば
 ID  P39633 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025
日 11月19日（木）10：00～11：30
　 （受け付け9：45～）
場 保健センター2階和室
内 親子ふれあい遊び講座、育児講話
対 �令和8年3～4月生まれの赤ちゃん

と親10組・申込先着順
持 �母子健康手帳、バスタオル、おむ

つ、ミルクなど
申 �10月19日（月）〜11月

17日（火）に、電子申請
システムで

ＪＲ東日本保線のお仕事！
 申込  小田原駅東口図書館

☎︎20-5577
親子向けは、絵本読み聞かせやＪＲ東
日本の基地の見学を、一般向けは、普
段・災害時などのお仕事について話
します。
日 �11月15日（日）
　 ①親子向け 10：30～12：15
　 ②一般向け 14：00～15：00
場 ①集合　小田原駅東口図書館
　　 解散　�ＪＲ東日本小田原フィー

ルドオフィス（旧小田原
保線技術センター）

　 ②小田原駅東口図書館
対 �①幼児～小学3年生の親子15組

②�小学4年生以上20人・①②とも申
込先着順

申 �11月2日（月）9：00から、直接また
は電話で

▲�電子申請 
システム

▲�電子申請 
システム

イベントイベント

11月8日（日）
小田原民俗芸能保存協会　
後継者育成発表会
 ID  P40158 � 文化財課 ☎︎33-1717
民俗芸能団体が日頃の練習の成果を
発表します。
時 12：20～16：00（開場12：00）
場 三の丸ホール大ホール
出演団体（出演順）
　�小田原市山王原大漁木

き や り う た

遣唄保存会、
小田原祭囃

ば や し

子連絡協議会、根府川寺
山神社鹿島踊保存会、曽我別所寿
獅
し し ま い

子舞保存会、小田原ちょうちん踊
保存会、栢山田植歌保存会（映像出
演）、お峯入り保存会（招待団体）、
ODAWARAえっさホイおどり実行
委員会（招待団体）、小田原囃子多古
保存会、相模人形芝居下中座

こども・子育てこども・子育て

11月の乳幼児健診
 ID  P14159 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025
事業名 対象・実施日など

4カ月児健診 12日（木）、18日（水）
1歳6カ月児健診　10日（火）、19日（木）
2歳児歯科健診 11日（水）、26日（木）
3歳児健診 17日（火）、25日（水）
8〜9カ月児健診 取扱医療機関にて

※�乳幼児健診の対象者には、個別に
健診の日時をご案内します。

※�状況により日程などを変更する場
合があります。

カナガワビエンナーレ国際
児童画展 出張おえかき教室
 ID P42343 � 文化政策課 ☎33-1703
絵画コンクール主催者による、こど
も向けの「おえかき教室」です。テー
マ決めをはじめ、下描きや構図、色彩
指導など、作品づくりを講師がサ
ポートします。
日 11月8日（日）14：00～16：00
場 UMECO会議室7
対 �4歳～15歳20人・申込先着順
　 ※�作品制作に必要な画用紙や画

材などは、主催者側で用意しま
す。

　 ※�汚れてもよい服装で参加くだ
さい。

申 �11月4日（水）17：00
までに、電子申請シ
ステムで ▲�電子申請 

システム

◆掲載されているイベントの情報は、9月11日時点の情報です。
◆各記事の詳しい情報は、市ホームページからご確認いただくか、担当課にお問い合わせください。6 おだわらいふ 令和8年（2026年）　10月号　No.1290



 ID  P29355 �� おだわら子ども若者教育支援センター・はーもにぃ�
日  毎週月～金曜日（祝・休日を除く）9：00～17：00　　
場 おだわら子ども若者教育支援センター・はーもにぃ

妊娠期から青壮年期の相談は「はーもにぃ」へ

妊娠・育児に関する相談
子ども若者支援課
☎︎46-6125

母子健康手帳の交付や育児の相談など、保健師・助
産師が、妊娠期から安心して出産・育児に向かえる
ようサポートします。

こどもに関する相談
子ども若者支援課
☎︎46-6763

こどもからの相談、子育て（18歳未満のこどもに関
するもの）に関するさまざまな相談をお受けします。
時間外の児童虐待相談は☎︎189にご連絡ください。

こどもの発達に関する相談
子ども若者支援課
☎︎46-6787

主に就学前までのこどもの発達についての相談を
お受けします。

就学相談
教育指導課
☎︎46-6073

 年長のこどもの小学校入学後の支援や環境につい
て相談をお受けします。

教育相談
教育指導課
☎︎46-6034

  市内在住の小・中学生に関するさまざまな相談をお
受けします。

●双子ちゃんデー
　双子ちゃん親子で遊びましょう。
　日 10月22日（木）10：00～11：30
　場 おだぴよ
●ホップちゃんデー
　1歳児の親子で遊びましょう。
　日 10月20日（火）14：30～16：30
　場 おだぴよ
●はれの日
　 お子さんの成長のことで不安を感

じている親子のひろばです。
　日 ①10月13日（火）10：00～12：00
　　 ②10月23日（金）10：00～12：00
　　 ③10月26日（月）10：00～12：00
　　 ④11月5日（木）10：00～12：00
　場 ①③マロニエ②④いずみ
　内  ①②参加者同士のお話会（ボラ

ンティアも来ています）
　　 ③④親子で自由に遊べます
●専門職相談日
　①栄養相談
　②保育コンシェルジュ
　日 ①10月21日（水）10：00～12：00
　　 ②11月10日（火）13：30～15：30
　場 ①おだぴよ②いずみ
　定 ①②各4組
※ 定員のあるイベントは、申込先着

順です｡参加希望の人は､各セン
ターにお申し込みください｡

子育て支援センター
イベント・講座情報▶

HP

●おしゃべりたいむ
　 助産師さんと一緒にお産のこと

や、子育てのこと、何でもおしゃべ
りしましょう。

　日 10月20日（火）13：30～15：00
　場 マロニエ
　対 プレママから先輩ママまで
●親子の絆づくりプログラムBP1
　「赤ちゃんがきた！」
　 0歳児を初めて育てているママの

ためのプログラムです。
　日  11月2日（月）・9日（月）・16日

（月）・24日（火）（全4回）
　時 13：30～15：30
　場 マロニエ
　対  市内在住の令和8年6月2日～9

月2日生まれの第一子と母親
　定 10組
　費 1,100円（テキスト代）
●赤ちゃんひろば
　 初めて子育てをする保護者と5カ

月までの赤ちゃんの集まりです。
　日 10月15日（木）14：30～16：30
　場 おだぴよ
　定 10組
●赤ちゃんデー
　 6カ月までの乳児限定ひろばです｡
　日  ①10月22日（木）13：45～15：45
　　 ②11月5日（木）14：30～16：30
　場 ①マロニエ②おだぴよ
●ヨチヨチデー
　7～11カ月の乳児限定ひろばです。
　日 ①10月28日（水）10：00～12：00
　　 ②11月6日（金）13：45～15：30
　　 ③11月12日（木）14：30～16：30
　場 ①いずみ②マロニエ③おだぴよ

子育て支援センター関連イベント
 ID  P02036 　子ども政策課�☎︎33-1874

マロニエ子育て支援センター�☎︎48-8698　おだぴよ子育て支援センター�☎︎20-5155
いずみ子育て支援センター�　☎︎37-9077　こゆるぎ子育て支援センター�☎︎43-0251定例イベント

尊徳記念館
 ID  P07325 � 尊徳記念館�☎︎36-2381
●二宮尊徳生家いろり燻

くんじょう

蒸
　日  10月24日（土）9：00～11：30
　場 二宮尊徳生家

わんぱくらんど
わんぱくらんど�☎︎ 24-3189

●おもちゃ電車ぷらぱあく
　日 10月24日（土）11：00～16：00
　　 　　 25日（日）10：30～15：30
　場 エントランス広場

フラワーガーデン
 ID  P04133 � フラワーガーデン

�☎︎34-2814
※ 月曜日休園（祝・休日の場合は開園

し、翌日以降最初の平日が休園）
●第18回シダ植物鉢植展
　期 10月10日（土）～12日（祝）
　　 10：00～16：00
　　 ※最終日は15：00まで
●ハッピーハロウィンウィーク
　期 10月17日（土）～31日（土）
●秋のローズフェスタ
　期 10月24日（土）～11月23日（祝）
●花鳥風月との語らい写真展
　期 10月15日（木）～25日（日）
　　  9：00～17：00
　　 ※ 初日は12：00～、最終日は15：

00まで
●小田原盆栽愛好会盆栽展
　期 11月3日（祝）～8日（日）
　　  9：00～17：00　
　　 ※ 初日は12：00～、最終日は15：

00まで
●なるほど園芸講座
　日 10月18日（日）10：30～11：30
　講 大坪孝之さん（日本梅の会会長）
●朝市（売切れ次第終了）
　日 毎週日曜日10：00～15：00

上府中公園
上府中公園管理事務所�☎︎ 42-5511
●おもちゃ作り教室
　日 10月18日（日）、11月1日（日）
　　 10：00～12：00、13：00～15：00
　場 親水広場　対 小学生以下
　費 100～400円（材料費）
　※雨天中止
●カミイチ（かみふなかクラフト市）
　日 10月24日（土）10：00～16：00
　※荒天中止
● 湘南オーガニックファーマーズ

マーケット
　日  10月17日（土）、11月7日（土）
　　 9：00～10：00　
　※荒天中止

小田原宿なりわい交流館　
 ID  P02188 �� 申込 �小田原宿なりわい交流館

☎︎20-0515
●東海道フェス①東海道落語会1
　日  10月10日（土）
　　 15：00（開場14：30）
　定 30人・申込先着順
　出 喜楽亭笑吉（社会人落語家）
● 東海道フェス②新蕎麦！蕎麦打ち体験
　日 10月12日（祝）10：00～12：00
　定 10人・申込先着順
　費 3,500円
● 東海道フェス③小田原スイーツツアー
　日 10月17日（土）13：00～16：00
　定 20人・申込先着順
　費 3,500円
●東海道フェス④東海道落語会2
　 日 10月24日（土）
　　 14：00（開場13：30）
　定 30人・申込先着順
　費 2,000円
　出 立川志の八
● 東海道フェス⑤小田原宿歴史カフェ
　日 10月31日（土）
　 　14：00（開場13：30）
　定 30人・申込先着順
　費 1,000円

松永記念館
 ID  P25001� 郷土文化館�☎︎23-1377
●茶室公開 
　日 10月11日（日）、11月8日（日）
　　 10：00～15：00
　場  松永記念館茶室「葉雨庵」「烏薬亭」

小田原競輪
事業課�☎︎23-1101

●小田原本場開催
　・スポーツニッポン新聞社杯争奪戦（FⅠ）
　　期 10月20日（火）～22日（木）
　・万葉の湯杯争奪戦（FⅠ）
　　期 10月26日（月）～28日（水）
　・ モーニング・GOD LEFT CUP 

6th（FⅡ♡）
　　期  11月1日（日）～3日（祝）
　※ モーニング競輪は開門後から

レースを観戦できます。
　※♡はガールズケイリン
　※ 場外開催の日程に

ついては、小田原競
輪ホームページを
ご覧ください。

UMECO
UMECO�☎︎24-6611

●UMECO企画展
　・中国安陽友好 甲骨文字書道展
　　期 10月23日（金）～11月5日（木）
　・花とソープカービング展
　　期 11月6日（金）～10日（火）
　　場 多目的コーナー
　・犯罪被害者月間パネル展
　　期 11月1日（日）～15日（日）
　　場 ホワイエ
●アクティブサロン
　・暮らしのフェスタ
　　日 11月7日（土）10：00～15：00
　　共 小田原友の会
　場 活動エリア、交流エリア
※ 時間など詳しくはUM

ECOホームページを
ご確認ください。

▲小田原競輪

HP

▲ホームページ

HP

こども・子育てこども・子育て

3カ月のあかちゃんあつまれ！
 ID  P33977 � 子ども若者支援課

☎︎46-7025
日 10月16日（金）14：00〜15：00
　 （受け付け13：30〜）　
場 保健センター2階集団検診室
内 �赤ちゃんの身体測定、親子ふれあ

い遊び講座、育児相談
対 令和8年7月生まれの第1子と親
持 �母子健康手帳、バスタオル、おむ

つ、ミルク、着替え
※申し込み不要

おはなしまつり
小田原駅東口図書館 ☎︎20-5577

東口図書館とおだぴよでおはなし会
や工作会を楽しみます。
日 10月17日（土）10：00～15：30
場 小田原駅東口図書館
内 �①�10：45～11：15
　 　小さい子のためのおはなし会
　 ②�11：30～12：00
　 　 小学生のためのおはなし会
　 ③�15：00～15：30
　 　 すずの会によるおはなし会
　 ※�工作会は10：00〜10：45、13：

00〜14：30に行います。

学校給食センター給食試食会
 ID  P41036 � 学校給食センター  

☎︎36-7512
日 ①11月16日（月）10：30〜11：30
　 ②12月18日（金）12：00～
場 学校給食センター
内 �①説明・見学・試食②試食のみ
　 ※�献立は、市ホームページまたは電

子申請システムをご確認ください。
対 �市内在住・在勤・在学の人各30人・申

込先着順
費 434円
申 �①10月26日（月）②11月27日（金）ま

でに、電子申請システムで

就学援助制度
（小学校新入学用品費）

 ID  P33554 � 教育指導課 ☎︎33-1682
令和9年4月に市立小学校へ入学予
定のこどもがいて、経済的理由でお
困りの世帯に、新入学用品費を支給
します。
申 �12月25日（金）までに、市役所5階

教育指導課に直接、郵送または市
ホームページから

　 ※�支給条件や申請書類などは、9
月に送った就学時健康診断案内
に同封しています。市役所5階
教育指導課で配布する他、市
ホームページでダウンロード
できます。

　 ※�入学後、引き続き制度の利用を希
望する人は、別途申請が必要です。

電子申請システムで
「給食」と検索▶

よみきかせミニおたのしみ会
 ID  P36789 � 中央図書館（かもめ）

☎︎49-7800
日 11月3日（祝）15：00～15：45
場 �中央図書館（かもめ）1階こどもク

ラブ室
内 パネルシアター、大型紙芝居など
対 幼児〜小学3年生向け
出 ピーターパン

カラーテープアート
 ID  P38673 �  申込  文化政策課

☎︎33-1707
ハルネ小田原の広い壁に、カラー
テープを貼って絵を描きます。今回
のテーマは「花のある風景」です。
日 �11月29日（日）9：30～12：30
場 �ハルネ小田原東通り側通路
対 �小学生以上20組（小学4年生以下

は保護者同伴）・申込先着順
講 �三ツ山一志さん（子どもの育ちの

ためのアートらぼ代表）
申 11月25日（水）までに、電話で

令和9年度放課後児童クラブ
 ID  P42052 � 教育総務課 ☎︎33-1731
対 �令和9年度に小学1〜6年生にな

る児童で、同居する保護者の就労
などで放課後に家庭での見守り
を受けられない児童

申 �10月19日（月）〜12月4日（金）に、
市役所5階教育総務課または各放
課後児童クラブに直接

　 ※�教育総務課宛てのみ郵送可
　 　（締切日必着）
　 ※�申込書は、教育総務課、各放課

後児童クラブで配布または市
ホームページからダウンロード
できます。

　 ※�審査の結果や定員超過により、
入所できない場合があります。

親子でリサイクルを学ぼう
飲料工場バス見学会
 ID  P42378 � 環境政策課 ☎︎33-1471
飲料工場を見学し、使用済みのペッ
トボトルが新たなペットボトルに生
まれ変わる仕組みを学びましょう。
エコタンブラー作り体験も行いま
す。大井町笑顔特派員のスベリィ・
マーキュリーさんも同行し、楽しみ
ながら分別やリサイクルについて学
ぶ親子向けイベントです。
※県西地域2市8町共同事業です。
日 �11月7日（土）小田原駅西口発着
　 �集合8：45、解散16：30（予定）
場 アサヒ飲料富士山工場
　 （静岡県富士宮市北山4839-2）
内 �工場見学、タンブラー作り体験

（昼食お弁当付き）
対 �県西地域在住の小学3～6年生と

その保護者20組・申
込先着順

申 �10月10日（土）9：00
から電子申請システ
ムで

▲�電子申請 
システム

申込先着順で開始日の記載がない場合、 申込開始は10月13日（火） から 7おだわらいふ令和8年（2026年）　10月号　No.1290



抜き取ってお読みください

各種相談各種相談 保健センターからのお知らせ保健センターからのお知らせ

休日・夜間急患診療カレンダー
場 保健センター　持 マイナ保険証または資格確認書

「すこやか健康コーナーおだわら」
10月・11月栄養相談会

 ID  P23410 �健康づくり課�☎︎47-4723
血圧、血管年齢、脳年齢、骨健康度、身
長、体重、体脂肪、握力の測定や相談
ができます（栄養相談日は要予約）。
栄養相談日にはみそ汁の試飲（数量
限定）と塩分濃度測定ができますの
で自宅のみそ汁をご持参ください。
日 10月19日（月）、11月5日（木）
　 9：00～16：00
場 保健センター1階測定コーナー

まちなか健康相談
 ID  P29379 � 健康づくり課☎︎ 47-4723
保健師などによる健康相談や、栄養士
による栄養相談、測定（身長、体重、足
指力、血圧、血管年齢、握力）を行いま
す。健診結果などをご持参ください。
日 ①10月6日（火）13：30～15：00
　 ②10月22日（木）9：30～11：00
場 ①ハルネ小田原うめまる広場
　 ②地域包括支援センターとみず
　 ※予約不要
　 ※ ②雨天時は城北タウンセンターい

ずみのホールで実施となります。

みんなで市民体操「おだわら百彩」
 ID  P25379 �  申込 �健康づくり課�

☎︎ 47-4723
市民体操｢おだわら百

ひゃくさい

彩｣のレッスン
です。
日 10月21日(水）14：00～15：30
場 いそしぎ2階トレーニングルーム
定 15人程度・申込先着順
持  室内履き、飲み物、タオル
申  前日までに、電話また

は電子申請で
※ 体操ができる服装でお

越しください。
▲ 電子申請

システム

がん集団検診
 ID  P26522 �  申込 �健康づくり課�

☎︎ 47-4724　FAX47-0830

場 ①③保健センター②こゆるぎ
申  電話、はがき、ファクスまたは市

ホームページ内の電子申請シス
テムで「がん」と検索（申込先着順）

※ 乳がん検診は、マンモグ
ラフィ併用検診です。

※ 胃がん検診は、胃がん
バリウム検診です。

※託児有り(予約制)

保健所の相談と検査
 申込 �小田原保健福祉事務所�

☎︎ 32-8000
●エイズ相談･検査
　日 10月15日（木）9：00～11：00
●医師による精神保健福祉相談
　日  10月20日（火）・27日（火）
　　 13：30～16：30
●医師による認知症相談
　日 10月22日（木）13：30～16：30
●療育歯科相談
　日 10月22日（木）9：00～15：30
場 小田原合同庁舎4階
申 各前日までに､電話で
関 健康づくり課

ウィッグ購入費助成の受け付け
 ID  P41188 �  申込 �健康づくり課�

☎︎ 47-4723
がん治療による脱毛などの外見変化
で生じる不安を軽減するため、10月
1日（木）から医療用ウィッグの購入
費用（30,000円上限）を助成します。
定 30人
※事前に電話相談をお願いします。

検診日 胃がん 乳がん 子宮頸
けい

がん
①10月13日(火) ○
②10月21日(水) ○
③10月24日(土) ○ ○

▲ 電子申請
システム

●市民相談〈10月〉　 ID �P32283�　地域安全課�☎︎33-1383
　電話による予約について（一般相談は予約不要です）
　※ 法律相談は相談日の2週間前の日の8：30から、行政書士相談は相談日

前日の8：30～16：00、それ以外の相談は相談日当日の8：30から電話
で受け付けます（先着順）。

　※一般相談・心配ごと・法律は、祝・休日を除きます。
場 市役所2階地域安全課

一般相談 離婚、相続など、日常生活上
の一般的な相談

月～金
曜日

9：00～12：00
13：00～16：00

心配ごと 家庭や地域で困ったこと、
悩み事などに関する相談

毎週
月曜日

13：30～15：30
（受け付け14：00まで）

法律
（2週間前予約）

離婚、相続、多重債務など
の法律に関する相談

毎週
水曜日 13：30～16：00

司法書士
相続・贈与などの登記手続
き、成年後見、遺言書の作
成などに関する相談

8日（木） 13：30～15：30

人権擁護
嫌がらせ、名誉毀

き そ ん

損、プラ
イバシーの侵害などに関
する相談

13日（火） 13：30～15：30

行政 国・県・市への要望や苦情 15日（木） 13：30～15：30

税務
相続税・贈与税・譲渡に関
する所得税などの税金に
関する相談

20日（火） 13：30～15：30

宅地建物取引 不動産の売買など取引、
賃貸借などに関する相談 22日（木） 13：30～15：30

場 マロニエ2階集会室202

行政書士
（前日予約）

相続・遺言、成年後見、各種
許認可申請などの作成・手
続きに関する相談

17日（土） 14：00～16：00

●その他の相談 場 市役所各担当窓口
消費生活相談
 ID  P31297 
消費生活センター
（市役所2階地域
�安全課内）
☎︎33-1777

消費者トラブルでお困りの人（事業者は除く）からの
相談をお受けします。相談に当たっての留意事項は、
市ホームページをご覧ください。
日  月～金曜日（祝・休日を除く） 
　 9：30～12：00、13：00～16：00

若者に関する相談
 ID  P10571 
子ども若者支援課
☎︎46-7292

 社会生活や対人関係などについて悩む若者（30歳代
まで）やその親からの相談をお受けします。
日 毎週月～金曜日（祝・休日を除く）9：00～17：00
場  おだわら子ども若者教育支援センター・はーも

にぃ

経営改善相談
 ID  P29883 
産業政策課
☎︎33-1757

各種制度の申請方法や経営計画・事業内容の見直し
など、中小企業診断士の資格を持つ専門家が市内の
中小企業の相談を無料でお受けします（予約優先）。
日 毎週水曜日（祝・休日を除く）9：00～17：00
対 市内で事業を営む人または企業

女性相談
 ID  P11082 � 申込 
人権・男女共同参画課
☎︎33-1737

夫や親しい男性とのトラブル（DV）など、女性からの
相談をお受けします（面談は予約制）。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
　 9：30～11：30、13：00～16：30

女性のための
キャリア相談
 ID  P31383 � 申込 
人権・男女共同参画課
☎︎33-1725

「再就職や転職したいけれど何から始めたらよいか
わからない」「職場の人間関係」などの悩みをキャリ
アコンサルタントと一緒に考えましょう。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
　  9：00～12：00、13：00～16：00（対面、電話とも

事前の予約が必要です）
生活困窮者
自立支援相談
 ID  P18649 
福祉政策課
☎︎33-1892

「社会に出るのが怖い」「仕事の探し方が分からない」
「将来が不安」など、生活や仕事でお困りの人の相談
をお受けします（年齢制限はありません）。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
　 8：30～17：00

空き家相談
 ID  P36513 
都市政策課
☎︎33-1307

空き家に関するさまざまな悩みに対し、専門家とも
連携を図りワンストップで対応します。
日 月～金曜日（祝・休日を除く）
 　8：30～17：00

分譲マンション
管理相談
 ID  P12298 
都市政策課
☎︎33-1307

分譲マンション管理組合による規約見直し、大規模
修繕（長期修繕計画）など運営全般の相談などをマン
ション管理士がお受けします（事前予約制）。
日 第2金曜日13：30～16：30
対  市内分譲マンションの管理組合の役員・区分所有者など

●休日診療（日中）
　時  8：30～11：30
　　 13：00～15：30

内科
小児科
耳鼻咽喉科

眼科 歯科

10月11日（日） ○ ○
12日（祝） ○ ○
18日（日） ○ ○ ○
25日（日） ○  ○

11月1日（日） ○ ○ ○
3日（祝） ○  ○
8日（日） ○  ○

●準夜間診療　※内科・小児科のみ
　時 平日19：00～22：00
　　  土･日曜日、祝・休日 18：00～

22：00
●連絡先
　休日夜間急患診療所 ☎︎47-0823
　休日急患歯科診療所 ☎︎47-0825
　休日夜間急患薬局 ☎︎47-0826
●休日・夜間の急患への病院案内
　かながわ救急相談センター☎︎#7119
　消防署  ☎︎49-0119
●毎日、夜間の急患診療
　  毎夜間、当直医の診療科と小児科

の診療
　市立総合医療センター 

☎︎34-3175

◆掲載されているイベントの情報は、9月11日時点の情報です。
◆各記事の詳しい情報は、市ホームページからご確認いただくか、担当課にお問い合わせください。8 おだわらいふ 令和8年（2026年）　10月号　No.1290




